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野鼠による森林被害の学術調査法

☆

木下栄次郎
(30. 2. 25受理）

生

知られているから，これらの関係を一そう精細に調査す

べきものである。すなわち林地については山岳地帯,丘

陵地帯，平地，沢地などに，傾斜度は平坦，緩斜，急

斜，嶮岨などに，また方位は八方位に区分して被害度を

調査するとよい。

土錘

野鼠は土中に営巣し，坑道をうがって生活している邑

林地に生える雑草などを食っているから直接にも間接に

も土壌と深い関係がある。それゆえまず被害地の土塞の

性質をしらべることが必要である。土性は砂土,砂嬢士，
壌土，埴壊土，埴土などに区分されるが遜鼠はこれまで

の調査では軽髭な土壌に多く見られ，粘土質のところに

ばすくないといわれていあ。な鑛火山灰，泥炭地などの

特殊な地帯にもしばしば鼠害を見るので調査を要する。

そのほか土壌の層位とくに落葉層，腐植質の状態，乾湿

状態，緊密度などが野鼠の生活といかに相関しているか

についても，よく観察しなければならない。

森林の種類

野鼠の被害は森林の種類により著しくその被害の度合

がちがうものである。たとえば天然造林地には被害を見

ないが，人工植栽地にはすこぶる多い。また人工植栽

林でも，樹種と年令によって違ってきているから，この

ような関係を見るため，天然林（針葉樹，広葉樹，混交

林)， 人工植栽林,鐇種造林,低林，苗畑などにわけて

調査を行うとよい。

また林木について数量的の調査を行い，樹種，樹令，

樹高，直径などを測定し，樹種別材談，直径，樹高の配

羅，林況などを表示するとよい。そのほか樹冠の欝閉，

下木の構成状態をも調査すべきものである。

隣接地の状態

野鼠の生活は移動性に富むものであるから，造林地周

辺の環境を顧慮することをわすれてばならない。造林地

の状態により野鼠は堪えず林外から移動してくるもので

ある。したがって造林地周辺の状況を観察して移動の可

肖鍛をよく調査する必要がある。造林地の周囲の地種，

たとえば原野，農地，牧草地，雑木林，天然林，人工造

林地などにつき，造林地全部，または一部分これの土地

に接するか否やをくわしく調査しその状態を明記すると

よい。

人工造林のすすむにつれて，野鼠の被害は年島増加の

一途をたどりつつある。鼠害のように広くわが国全部に

発生し，しかも年左被害をたくましくしている林業上の

害獣にたいしては，速かにその被害の実態を調査するこ

とが防除対策を講ずる上に最も必要な問題である。しか

しこの種の調査は多岐にわたり，制浄および動物学に関

する広い知識を必要とするの蕊たらず，なお長年の経験

を要するものである。ここに野鼠による森林被害の実態

をつか承うるよう調査の方法について書いたが，不備不

満の点が多1，､。少しでもこの方面の指針となれば幸であ

る。

空陛

1，環境調査

野鼠の生活に直接または間接に多くの影響をあたえる

環境要素を観察して調査の指針としなければならない。

気象

気象は野鼠の生活にもつとも強い影響をあたえる要素

の一つであることは，古くから多くの学者により唱えら

れているが，その資料はなお，はなはだ不十分であるか

ら秘醤調査にあたっては，気象的環境を重視しなければ

ならない。広い地域にわたる気象の承ならず，狭い局所

的な気象をも考慮すべきである。すなわち林地では高山

または溪谷などがあり，かなり明らかな差を馨とめられ

るであろう。また蕊鼠の発生消長のはげしい年度や，被

害のはなはだしく異なった林地の気象状態を比較考察す

ることが必要である。気象の調査はもよりの測候所の資

料を利用することはもとより，自ら直接に測定すること

も怠ってはならない。主なる調査事項は次のようであ

る。

気温（年月別平均気温,最高最低気温）

降水量（年月別平均雨量，降雨型，稜雪量，臥雪期）

蒸発堂，湿度，風等

地勢

野鼠は緯度，標高などの高低によって，その種類や分

布を異にしている。また同一の種類でも被害度が違って

くる。一般に鼠害は山岳地にすぐなく，むしろ緩斜地に

多い。また日あたりのよい南面の土地に多いことなどが

一

錐者・林試北海道支場・林博

－1－
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木下：野鼠による森林被害の学術調査法

ゆえ，これらの多くの鼠について種名を確定する。種名

の判定妹分類書によるかあるいは分類学者の教示をうぐ

べきものである。（第1表）

棲息地

森林の種類によって棲息する野鼠の種類も変化する。

たとえば天然林はヒメネズミ，天然広葉樹林はエヅヤチ

ネズミ，人工植栽林はエゾヤチが多いといわれている。

それで森林の種類による野鼠の調査，および同一森林内

でも湿地と乾地，沢すじと尾根,雑草の疎密度などの立

地的の調査をする。

営 巣

林地では古い伐根を利用することが多く，地下約30

cmのところに，直径約15cmの枯葉をきざんで作っ

た裁形の巣をつくる。それから多ぐの坑道をうがち，地

上数カ所に開口する。その巣穴からきまった通路が池上

や落葉堆積層の中にできていて，広い行動範囲内に活

動する。この道路には草をくった残津や蕊が残されてい

る。冬期は営巣を積雪下にうつし，積雪と地上との空隙

を活動し，また積雪を穿孔して撞木を加害するものであ

る。営巣場所の調査をする必要がある。

食性の調査

鼠の種類とその食物の調査がなされるが，その方法は

殺した鼠の胃をとり出し， フォルマリン液に保存する

か，あるいは直ちに胃をさいてその内容物をとり出し，

時計皿の中に水とともに入れて沈澱物を検鏡する。これ

によるとエゾヤチネズミは草，アカネズミ，ヒメネズミ

天敵動物

野鼠の築直に重大な影響をおよぼすものの一つは天敵

動物である。野鼠の天敵はキツネ，タヌキ，イタチ，テ

ンなどの食肉獣類と，ワシ，タカ，フクロウなどの猛禽

類およびヘビなどの爬虫類である。これらのものが天敵

として畷鼠の鱒植にどの程度の関係があるか,'またこれ

らを保護蕊櫨すべき方法などを調査する。今までのとこ

ろイタチについては調査されているがその他のものにつ

いてはなを未知の状態にある。

2翠鼠の習性調査

野鼠の習性について一通り調査し，その生活状態を明

らかにしておくとよい。またこの調査にあたり対象物と

なる野鼠の鍾頃を明らかにする必要がある。

野鼠の種類と名称

今，日本に産する鼠の租譲は種および亜鍾を通じ15種

である。（太田農挙士による）そのうち住家牲と称せら

れるクマネズミ，ドプネズミ，ハツカネズミの3種，沖

繩，奄美大島の纈藍ケナガネズミ，アマミ 1-ゲネズミの

2種，および森林にまったく関係のないカヤネズミ，ホ

ンシユーカヤネズミ2種をのぞくと8種頭の鼠がわが国

の林野で見られるものである。蓑た林木を加害する主な

ものは北海道ではエゾヤチネズミ，本州，九州ではハタ

ネズミである。今まで，この2種にたいする‘鯖盤単上の

研究がなされてきたが，この種は単独に森林にすむこと

はまれで，多くは他の種の鼠と群集して住んでいる関係

上，これらの鼠についても識査されねばならない。それ

a
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第1表日本産野鼠の種類

|I
布類 分種

《
〆

ハタネズミ亜蘇斗Microt

エゾヤチネズミ

ミ カ ドネズミ

ヤチネズ ミ

ス ミ スネズミ

ノ、 タ ネズ ミ

ネズミ亜科Murin2e

力ヤネズ ミ

ホンシユウカヤネズミ

ニ二ゾアカネズミ

ア労ネズ ミ

ヒ メ ネズ ミ

クマネズ ミ

ドプネズ ミ

アジ‘ヤノ、ツカネズミ

ケナガネズミ

アマミ トゲネズミ
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ClethrionomysrufocanusbedfOrdiae
" rnlfilnsmil"do

〃 andersoni

Anteliomyssmithii
Microtusmontebelli

北海道

北海道
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本州，九州

p

四国，九州

本州

北制祓薗

本州，四国，九州

北海道，本州，四国，

北海遁，本州，四国，

北海道，本州，四国，

北海道，本州，四国，

沖繩

奄美大島

Micromysjaponicusjaponicus
〃 〃 hrmdonis

Apodemusainuainu

" speciosus
e

geisha〃

◆
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Musmologginl1s
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TOkn(IRigogiTnanRIR
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木下：野鼠による森林被害の学術調査法

B被害大（ヒノキ，ドイツアカマツ，リギ亥マツ，

アカマツ，キリ，ヤチ亥モ）

c被害中（ドイツトウヒ，ドイツクロマ・ツ，スギ，

ニレ，イタヤ，ナラ，キハダ，カツラ，シラカバ，

サクラ）

D被害小（ス1､ローブマツ，ホホノキ，ミズキ，ク

ルミ，イヌエンジュ）

E被害墜小（トドマツ，エゾマツ，イチイ，ゴヨウ

マツ）

◇被害部の冨垂萱の比較による順位

1．欧州カラマツ2．クヌイ･ﾘ雪サ3．クロエゾマツ，

ドイツトウヒ5．カツラ6．トドマツ7．アオダモ8．

ミヅキ

◇林地植栽木の本数調査

1．信州カラマツ（28-81％） 2．朝鮮カラマツ（4

％） 3．千鴫カラマツ（0.5-3％）

このような樹種間に好承の度のちがいがあるが，‘これ

を左右する原因はどこにあるかこれを追求することが鼠

害対策のうえからもっとも必要な課題である。

4被害木の調査

被琴也を踏査して， 位置および区域を定め，標箪鋤

(0.5-1ha)をもうけて毎木調査をずる･ この調査で

は野溌こついての知識を十分にとり入れ，見落しのない

よう周到な調査と穂擦をする。被客木については激C大）

中，微（小）の3段階，あるいは全環，半環，桟条など

に区分し，職潅ごとにとりまとめる。（第2，3表）す

なわち被害侵度ほ樹幹の食害部の大きさを比較して定め

る。食害部の長さとその中央直径をはかり，塞証莇寅を計

算して10cm9以上を激, 4Cm3以下を微とするごとき

である。標準地については現存本数（その年の祇繧本数

をふくむ）と被蓉kとの比率から，10％以下は微，10-
30％は中，30以上は激として表示する。標準世はなる
べく標準的なところを，できるだけ多くとるのがよい。

5野鼠発生および季節的の消長調査

造林地にすむ野鼠の種類とその個体数は林地の鼠害の

発生と関連をもっているのでこれを数量的に調査するこ

とはもちろん，その季節的変化を知ることが鼠害防除の

は種実や動物質を多くくっていることがわかる。なお食

物の貯蔵性などを調べるとよい6

移動

野鼠の移動することは幼獣の生長にともなう分散，成

獣の増加による移住凝息地の環境変化などしばしば見ら

れるものである。特に大発生時の移動は沢地から山上へ

比蝿勺遠距離に移動していくことがある。移動の原因，

移動時期，移動距離などについて調査を要する。

3披害調査

識害期間

林木の被害は秋になって草本類が枯れて食物が欠乏す

るころからはじまり，春に発芽するとともにおわるのが

普通である。すなわち林地の鼠害は主として冬期間にお

こるもので，北海道では積雪期間が被害期間となってい

る。被害期間の長短や被害の大きさなどは,地方の気候

状態によって異なるが，また野鼠の発生数と林地の環境

状態がもっとも多く関係するようである。相沢博士の調

査によると冬の砿雪期間のカラマツ林地の被害1月'に植

栽本数の24％，2月に36％，3月に52％勤 4月に88

％，となり，稜雪後次第に被害が芽勃mし，融雪まで継続

することを示している。しかし野鼠発生数の多い場合に

は，稜雪前でも被害があらわれる。

カラマツ造林地の野鼠の被害は植栽してから年ととも

に増加し，3－5年目が最大となり，それよりおいおい

減少し，エ0年あまりつづくものである。

樹種の噌好度

畷鼠ば樹皮部をかじり，くうが職腫により好み度合が

異なっている。林木被蓉童の調査は実験室あるいは苗

畑，林内などで調査されているが，その方法をあげると

次のようである。

◇樹皮を粉砕し，その統末をソバ粉にまぜ団子にして

懸鼠にたべさせる。好みの順はカラマツ，ヤチダモ，ド

イツトウヒ， 1、ドマツ，エゾマツ。

◇苗畑や，林内に銑板囲いのなかに林木を植栽し野鼠

を放飼して被害部の面積を比較して見ると，

A被害甚大（カラマツ，イチョウ，ヤナギ，ニセア

カシヤ，トチノキ）
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第2表鼠害調査表（その1）
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木下：野鼠による森林被害の学術調査法

第3表鼠害調査表（その2）

被 害 本 数
所 地区 面積

A I O;4ha
B 〃

雪区 〃C
D 〃

班

合 計
平 均

個 健全木｜総本数 》
％
｜
蒋
唖
蠅
恥

｜半環’
30
35
17
5

1

枝条

33
33
0
0

環
５
８
９
０

２
５
２
２

１

全

８
６
６
５

計
肥
哩
４
２

149

212

244

257

337

838

290

282

名寄経営区

26林班

232 87 66 385 862
58 22 17 96 216

1247
312

一

29．4

上にきわめて必要である。

調査の方法ほ一定面積(ha)を基準とし，その中の鼠

の謹頃，頭数などをしらべるのである。

団子の曳数率によって求める方法

林地の一淀韮嗣資に無韓団子の一定数を数日間おいて，

その曳数粒から雰敬を推定するのである。たとえば1ha

当100カ所(10m3), または64カ所(15m3)に10=

20粒の団子を入れた容器を配置して，曳数率を求あ，

20％のときは10頭，50％は70頭，80％は皿0頭

の鼠が存在すると推定するのである。この推定の錘瞳は

相沢博主の亜鼠瓶囲いで裳議した数値を応用したもので
ある。これによると鼠の種類が不明なのと，同じ鼠が多

くの団子を曳くので，精確さを欠くなどの欠点がある

が，林内各地点の鼠の瘻息数を比較するのに簡便であ

る。

捕殺法

罠はギロチントラップ．（パチンコ式のワナ）の4型の

ものを用い，その30－60個を10-15mの間隔に格子

状，または直識約に配置する。付餌はカボチャの種子な

どがよい。 3－6日間，おなじ所に毎日くり返えし，鼠

を擶毅する。そして方形のときは頂職に対し，直溌のと

きは距舗こ対し，とれた各種類の鼠の数の比率，また各

種蕊頁合計の比率を求めると調査弛区ごとの比較を見るこ

とができる。

この方法ではその刻域にすむ鼠がとりつくされると，

他から錘してくるものが，ワナにかかるので，夷漂の

個体数より，よけいにとれてくる欠点がある。しかし簡

便であるので多く利用されている。捕段された鼠につい

ては,種蕊頁,体の測定（調煽長，尾長，後騰長，耳長)，

性別，体重，成幼獣の区別，妊娠の有無，胎児数，胃の

内容物などを読査し，フォルマリン漬または仮剥製をし

て標本として保存するがよい。

記号放逐法

生捕った鼠の肢や耳に記号をつけて放ち，それが再び

捕えられてくる数から，全棲息数を推定する方法で，今

日ではもっとも靜潅な方法であ.るとされている。この方

法は一定の面積（例1．4ha)内に一定の間隔(15m)に

生取り罠（64）を格子状に配置し，毎日捕礎した個体の

前，後肢の爪の指をきり，各体別に記号（番号）をつけ

て個体を識別するとともに，種類，性，成幼,夢妊娠，哺

乳の有無，体重などをしらべ，前に捕鍵した同一の場所

にふたたび放逐する。 この操作を7（5-12）日間くり

かえして，捕盤した個体が全部記号した個体となると

き，その新個体数(未記号個体）の総数をもってその地

域の個体数と見なすものである。（第4表）

第4表野幌原野の野鼠捕猿調

〆
』

'952 1末記号個体|記号個体｜ 計
５
６
７
８
９
０
１
１
２
３
４
今
５

２
２
２
２
２
３
３ ＊

＊

３
０
７
３
４
・
８
８
４
《
６
３
５
１

１
１
１

３
８
１
８
３
２
０
８
０
５
５
６

１
１
２
２
３
４
４
４
今
４
－
４
４
４

Ⅶ
〃
〃
〃
〃
〃
〃
Ⅷ
〃
〃
〃
〃

＊

．
＊
＊
＊
＊

－
３
腔
巧
調
弘
錘
“
誕
鍾
如
妬

計 82 332 塵
一

414

註：＊死亡数面積5．6acres(方形）

このように新個体数の総数を，実在の個体数とするの

は，各個体の描盤率の高いこと，周囲から鼠の出入を遮

断しう〆るような地域でないと，誤差が大きくなるので，

個体数を理論的に算定する方法が考えられている。しか

し理論式は米国のHayne,わが国では田中暁),田中

（英）博士等の専門学者により考案せられた諸式がある

が，し､ずれも理論式の適用が簡便でなく，実用上用い難

い点もあるので，先の新個体の総数により，個体数を推
定する方法に留めておく。

この調査に用いる罠は細い目の金綱迩がよい。付餌は

小麦粉団子，トウモロコシの輪切，などを用い，寒いと

きには保温材料を入れるとよい。指のきり方は，左右前

後組合せにより， 99までつけられるが，前足の番号は

母指が小さいので8,までしか切ることができないので常

4－



木下：野鼠による森林被害の学術調査法

に9の番号を欠号とするか，あるいは左右の小指を切り

おとして9と定めてもよい。

季節的変化は被害の統計からもわかるように，鼠害は

年盈地方により著しい変動が認められる。風害の発生は

造林地の有害野鼠の数量の多少に支配せられることは，

疑う余地はない。 菫た造林地にすんでいる野鼠の種類

や，その構成狭態は地方により，季節的に変化してい

ることは，第5表および北海道野鼠分布の続諦，調査

（1951-1954）によって明らかである。すなわち全道的

に被害の著しい年に健，春より秋にかけて有害種エゾヤ

チネズ､ﾐの増加添著しく，エゾアカネズミ，ヒメネズミ

の数が著しく減少するが，被害減少の年にはエゾヤチの

数が著しくすぐなく.，造林地にはエゾアカネズミ，ヒメ

ネズミが多くなっている。

このような調査はできるだけ多くの地点について行

い，その地点の選定を誤らぬよう標準的な立地を選んで

行い，なお年埼継続して実施されていくならば,多大の
成果をあげ得られると期待している。（第5表）

第5表同一地の季節的消長調査

場所，芦別林地(1ha捕礎数）

磯関に，一定の嫌式によれる調査を委託し，その調書の

送付により，鼠害の実態をつかむことがすこぶる緊要で

あ為。北海道では昭和12年からこの方法をとって，北

海道森林被害報告（野鼠情報網）を連年出している。こ

の報告は北海道の野鼠の被害の実態調査で，予察と駆除

の対策に貢献する貴重な資料となっている。しかし野鼠

の発生の予察の賓料とするには，なお多くの発生消長に

関する疑料をあつめなけ榊護ならないので,昭和26年か

ら無毒団子の曳数調査，およびギロチントラップによる

季節的捕盤数調査を統一的に各地で実施し，その資料を

求めている。これらにより北海道野鼠予察の方法も年を

著しい進展をとげているのは，はなはだ注目すべきこと

である。しかしこのような統計による調査は，イギリス

ですでに1890年ころから行われ, Middletonの報告

（1930)によると野鼠4年ごとの発生周期を見出すなど
立派な成績をあげている。その組識や機織などの点でわ

れわれよりはるかに優れていることが認められる。北海

道の予察の研究も，なお調査地点を増加し，ひろく協力

者をもとめ，各地の野鼠の発生消長に関する豊富な資饗

をあつめることに努力することが必要である。またこれ

.らの資料にもとづいて詳細な予察一覧図をつくり，当年

の野鼠発生消長の位置を明示するならば一層御益するこ

とが多いだろう。またこれらの研究者は野鼠の発生と消

長が，種なの要素に影響され変動する原因を，こうした

費料から追求するとともに，いかなる要素との間にもっ

とも深い関係があるかを探求することが，何よりも必要

であろう。野鼠発生の予察の研究は容易でないのを痛感

するとともに，今後一層協力してこの重要な課題の解決

にあたらねばならぬ。

ｰ
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垂、
（7頁よりつ苫く）

折尺,‘これは草の丈や木の太さを計るのに必要，双

眼鏡，遠隔地の状況を知るのに便利である。写真機，罹

災地の状況を写しておく。林野火災の跡地調査には，黒

白の写真より天然色写真の方がばるかによく》締)がわか

る。筒鉛築・消ゴム・分度器等は，落してなくし易いか

ら，紐をつけて，ボタンの穴等に他端をくくりつけてお

くと安全であり，叉便利である。

最後にこれらの調査を記録に残すときには，その記録

を読む人が，あたかも自分が現地で一緒に調査している

かの感じを持つ位に，詳細に，叉写真をつけておかれる

ようにしていただきたい。

以上これまで述べてきた議に詳細に調査することは，

実際にはなかなか出来ないけれども，こうした心繕えで

調査しておかれるならば，森林火災の防【'二に非常に役立

つと思われる。

野鼠は年によって異常な発生を見ることがある。この

ようなときには特有な消長型をとるものであるから，よ

く調査すべきである。北海道では井上博士により激変型

および非激変型の二つに区別せられている。そのほか発

生の種類，林地，面積，被害樹種，被害状況厳どの実態

を調査し，記録を後年に残すべきである。さらにまた大

発生の原因を追求することが大切である。これについて

は食物の多少棲息地の環境の変化，天候，天敵動物なら

びに病原性微生物の有無などがあげられているが，これ

らのうち重要な関係をもつの憾何であるか探求すること

が必要である。わが国では竹の開花結実および農作物の

種子の豊穣と遜鼠の大発生との関係は数多の実例が残さ

れているが他の原因偉今なお未知である。

6予察調査

わが国の全部に発生する野鼠の被害朧，各地方の営林

I

－5－
●



（7）当時の気象（火災の発生，拡大は，気象によって

著しく左右される。気象の正確な資料は，現地では

なかなかわからないから，最寄りの測候所の観測資

料をうつしとり，参考にする。資料どしては，過去

1週間の毎日の雨量，日平均湿度及び最小湿度，前

日から当日火災が消える蓑での風向，風速，気温，

湿度の自記紙の写しをとることが望ましい。な鐙山

の気象は測候所のそれとかなり異るところがあるの

で，風向・風力は，煙のなびき方，木の動き方等か

らの推定も必要である。

、火災の拡大を防ぎ，火を消し

止めるための調査

火災が発生したときには，どういうところで，どのよ

うな方法で火と斗えば，被害を最小限に止めうるか，と

いうことが問題になってくるので，それを目標として調

査を進める。それには先ず第一に地形図を用意しなけれ

ばならない。

地形図としては5万分の1の他に，1万分の1位

の地形図が必要である。というのは，この位に大きくし

なければ，普通の5万分の1の地図では，小さな地形の

変化が見蝿､からである。叉地形図の上に，色々な調査

のメモが書ききれないからである。1万分の1の地形図

を作るには，5万分の1の地形図を写真で複写し，それ

を引伸せば容易に出来る。もし適当な写真磯がなければ

5万分の1の地形図を乾板叉はフィルムに直接焼付つけ

て,それを引伸せばよい。このとき,縮尺をも写し込んで

おくと便利である｡又予め5万分の1の地形図に,5mnz

毎に絡子状に線を書きこんでおき，これもいっしょに写

しこむと，踏査するときに便利である。写其の上にば，

インキ，鉛筆がつきにくいから，1､レーシングペーパー

にうつすか，叉ば地形図の上に1､レーシングペーパーを

動かぬように重ねておき，これに記入するようにする。

叉経営案等により，被害地の樹露林令，林界等を書

いた図面も必要である。

これらの用意が出来たならば，火災の現場で消防の指

揮をとった人にまずその火災進行の概要をきき，次に各

場所盈をも直接消防に従事Lた人爬きく。これはなるべ
く多くの人にきいた方がよい。と云うのは，山は地形が

複雑で普通見通しが充分きかないため，1人で火災全俸

の進行状況を観察し，記憶しておくことが困難なためで

ある。

火が進んで行った方向がわかったら，これを地図に矢

印でその方向がわかるように記入しておく。各場所に火

がきたときの時刻まで判れば一層よい。時刻が必要なわ

けば，それを基にして火尖の等時線を描き，それにより

火尖の進行方向，延焼速度がわかるからである。

叉往を防火線を突破され，消防活動が失敗することも

11

林野火災の

現地調査に
ついて

☆ ．

岡上正夫
(30．3. 20受理）

『

一

一まえがき吾国には全国で2,400万町歩の林野があ

るが，林野庁の続計によれば，昭和23年より27年に

いたる過去5年間において，林野火災の年平均出火件数

は約1,700,同被雪菌積は約40,000町歩，金額にして

3億円，火災1件当りの被管諏瑚潰は22．5町歩となって

いる。

このような損害を出来るだけ少くするためにはどうし

たら良いかということが問題になるが，それには先ず火

災の原因，火災が大きくなった理由，消防戦術の巧拙，

防火施設の効果等について充分研究しなければならな

い。といって実際に林野を焼いて研究したり，或は消防

の練習をするという･ことは，危険を伴うために容易に出

来ない。従って実際に林野火災があったとき，これらの

点について充分調査検討する必要が起ってくる。ではい

かなる点につき，どのように調査検討すればよいであろ

うか。ここでそれを一応考えて承ることにしよう｡

I火災の発生を防ぐための調査

先ず火災の発生を防ぐためには，どういう時期に，何

時頃，どのような火源から，どのようにして火災が発生

し易いかを知らねばならない。従って，次の事項につい

て先ず調査を行う必要がある。

（1）出火の月日時分及び鎮火の月日時分

（2） 火災の場所

（8）被害面積及び損害見蔽高

（4）出火原因（例えば焚火の不始末，煙草，火入等の

如く）

（5）出火者の業態（これはどんな職業，年令の人が火

災を起し易いかを知り，そうした人の注意を喚起す

るために必要である）

（6）出火点附近の状況（これば火源から火災へと，ど

のように発展して行ったかを知る上に必要である）

T

1

《
）

篭者・林試防災部気象及び風害研究室長

－6－
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岡上？林野火災の現地調査について

あるが，このときもその位置を図上に記入し，一応その

理由もきいて調べておく。

風が強いときには飛火が起り易い。飛火があったとき

には，飛火のもととなった火の子の本体（伐採跡地に積

んであった杉皮が》燃えながら飛んで行って飛火を作っ

た例もある)，若し出来れば，何処から何処に飛火した

かも調べておく。

現地における調査以上の予備調査を行った後，
認也においてこれを更に詳しく獄蕊調査する。これには

搾野火災に見られる二つの特徴を利用する。その一は，

片面燃銃と呼ばれているもので，立木の片側がよけいに

黒く高いところ童で焼けているのが常に認められる。こ

の高くまで焼けている側が風下なのである。叉樹梢や細

い枝が，揃って一つの方向になびき曲っているものが見

られる（第1図参照)。 これは火災当時，火にあぶられ

柔かくなったものが風の方向になびき，そのまま冷えて

固まったもので，これも火災時のその場所の風向を示し

ている。従ってこれらの性質を利用して,火災時の風向

あるいは火災の進行方向を判定し，これを地形図の上に

記入してゆく。

次に罹災地の境界をずっと歩いて，地形図上に精確な

罹災区界線を記入しまとめて第2図のような火災図を作

成する。これは面穣が大きいとき，叉山が急鱈なときは
なかなか困難である。

この罹災区界線に沿ってどのような方法で消している

かを調べる。この消防方法は，地形，林況，風向等によ

って異るであろう。すなわち，伐木・潅木草の刈私等の

他，更によく観察すれば，撒土の跡等も発見出来ること

が多い。シダ類の多いところでは，溝を掘り地下茎まで

断って消した実例もある。これらも記録しておく。

叉罹災区域内でも，どういう風に燃えているかをよく

観察し調べて地形図や野帳（ポケットに入る位の大きさ

l且M風一寺

立木のH函燃燵 火治減,冨たる相崎b
謹のを蓄逢

~

第1図
ひ

で，厚紙の表紙のついたものがよい）に

記録する。特にどの様な樹種，林況のと

,ころがよく燃えているか，或は反対に燃

え難いかもよく観察し記録する。これは

防火樹林を作るときの盗料として大いに

役に立つものである。

罹災区域内には，防火線を作りかけで

突破されたものも往点に発見される。ど

うしてそれが突破されたかも，よく調べ

て記録しておくと，今後の消防方法の敦

善に大いに役立つものである。罹災区域

内に，或はこれに隣接して常設防火線が

あったときは,その位置,周囲の林況・地

形・そこに火がきたときの状況等をよく

観察し，きいてその効果を充分調査す

る。叉常識で解釈出来ないような現象が

鍬められたときもそれを記録しておく。

これらの現地調査を行うときには，消

防に従事して様子をよく知った人に案内

してもらうのが良い。叉次のような品物
を準備携行しておくと便利である。

コンパス，分度器，セルロイド定規，

ハンドレベル，高度計等，これらばいず

れも自分の位置を正確に地形図上に求め

る上涯必要である。

（5頁下段へつづく）

一

第 2 図
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科大学から発行されたc$1954CbrnellRecommendations

forTrees,ShrUbsandTuxf''中のMa仕ySSe博士の

担当部分を参考として北米の農薬使用傾向庭紹介し，こ

れに少しく解説を加えることにした。

JOhnG.Mattysse博士は造園樹木，果樹，園芸植物

などの害虫専門家で榊齢の森林昆虫学者ではないので，

同氏の述べている薬量力喧ちに広い面稜の林業害虫防除

に応用できるかどうかは別として，謝化われが今後新農

薬を用い･て林業害虫の駆除を実行したり，あるいは防除

試験を実施したりするときの参考になれば譲者望外の幸

である。

2． 害虫の雷漠とその薬剤

（1）ハダニ類（獅白類特にトウヒ，モミ類に寄生する

もの)。

100ガ画ンの水に50％オ讃1､ラン(OVotran)水和

剤2ポンドあるいは25％マラチオン(Malathion)*

和剤4ポンドを耐釈して用いる。ダニ類を防ぐ．には早い

方がよく5月下ﾝ旬までに実施する。6～7月の激害期に

なってから施用するのではおそい。オボI､ランを5月室

でに一度施用すると数ヶ月間友二の被害を防止できる。

また本剤を8月下旬～9月にも施用することがある。、

その他トウヒのハダニ類に対しては水100ガロンに対

し15％アラマイ1，(Aramite)水和剤2ポンドあるい

は25％ジマイト(Dimite)1パイント(pint) (3a-
1勺半）を浦釈して施用すると効果があるが，一夏に2．

回以上施用しなければならない。

以上述べた薬剤のうち新しいもの腫潔説を加えると炉

オポトラン(OVobfan)というのはCCS剤で米国のダウ化

学工業会社が数年前に合成したものであるが，主として

ダニの卵を殺すのに用いられている。日本では日本曹達

株式会社からサツピラン緊蜘という名で蠅剴厩篭されて

いる。有効成分はバラクロロブェニル，パラクロロペン

ゼンズルフォネ戸ト(P-chlorophenylPaChlorobenzen-

sulphonate)であって純粋なものは白色の結晶で，融点

は81｡～83oCとされている。本剤は殺卵力が大である

のと薬害が少いこと，アルカリ性の薬剤と混用できるこ

となどが特長であるが，交二の成虫，幼虫を殺す力が弱

い欠点がある。 したがってパラチオン， マラチオン，

EPN,Tepp,などと混用するのがよいとされている。

次にマラチオン(Malathion)はパラヂオン(Parathion)'
と同じ目的に使用するため新しく製造された有機燐済1で

あるが，後昔より人畜に対する識生が少く，変二の成虫

幼虫，卵やアブラムシなどにも有効とされている。本剤

は米国で合成されたもので人畜に対する額生ばパラチオ

ンの100分のユ位だとされている。日本で庵原農薬がマ

ラソン剤という名で粉剤と乳剤を売出しているのは本部

であろう。

北米における

林業踊薬割の

使用傾向について
☆☆ ☆

井上元則

.（30．2．7受理）

（
）

1．まえがき

筆者は最近林業解説シリーズ第71号に林業用薬剤の

解説を試承，現在日本に蓋いて使用されつつある新しい

林業用薬剤とその使用傾向について述べた。

これらの薬剤はいずれも終戦後海外より日本に紹介せ

られたものであるが，そのうち経済的で，有効な薬剤に

ついてば，日本でも大量生産が行われるようになったも

のも少くない。ところで林業用薬剤といっても特に林業

用につくられた薬ではなく，おおかたは農業や果樹園芸

上の病害虫駆除のために製造されたものを林業のおなじ

目的に用いているのである。

農制諜に用いられる薬剤は効果があるからといって，

どこの国でも同じものを使用しているかといえば必ずし

もそうでないことがある。例えば日本ではBHCがよく

使用されるが，北米ではその臭気が国民性に合わないの

か余り使用しない。殊に都市の公園や庭園などではBH

Cのγだけとしたりリンデン(Lindane)にしたものを

使用している。日本ではBHCは即効性であるのと，値

段がDDTよりづっと安いのとで現在広く応用されてい

るが，これなどは日本人の国園生や国情に合うせいかも

知れない。

糠業の病害虫防除に如何なる薬剤を用いるかは，医用

薬剤が医師ごとに処方が異なるのと同じことである。し

たがって森林病害虫防除にたずさわる人なには，外国の

処方も参考にしてよりよき効果を上げる工夫が必要では

なかろうか。

また農朴業用薬剤は日を追うて新しいものが続を出現

するのは，あたかも新しい医薬品が日を追うて売出され

ているのと全くおなじである。それで病害虫の関係者は

絶えずこれらの傾向について視野を広くもっていなけれ

ばならないと思う。本稿においてはニューヨーク州立農

､

己

唇
）

筆者・林試北海道麦場保護部長･農博

－8－
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井上：北米に於ける制築用薬剤の使用傾向について
一一

日本ではトウヒ，マツ，カラマツなどにつく′､パチ類

に対しては普通γ1~3%BHC粉剤の撒布で効果を上

げている。

（5） コガネムシ成虫類（特に広漠識に書匙するマメコ

ガネ）

100ガロンの水に50%DDTZk和剤2ポンド，ある

いは25％マラチオン水和剤4鑑ンド，あるいは1％ロ

テノーン茅馴1「クオート」（4分の1ガロン）を稀釈

したもの，及び3%DDT粉剤あるいは3/4～1%戸テ

ノーン粉剤を使用する。

ロテノーンは果実などに謬吻が附着するのをさけよう

とする場合によく用いられる。

コガネムシ成虫は発鑿§に2回位撒布を繰返すとよい

とされている。

日本ではBHC乳剤，水和剤がよく用いられている。

（6）潜土性害虫（特に松柏類の測籟に対する場合）

a)1エーカー当り5%ク画一ルデン粉剤200ポンド

あるいは10%DDT粉剤250ポンドを施用する。

b) 1エーカー当り100ガロンの水に40%クロール

デン水和剤25ポンド，あるいは25％デイルドリン水和

剤10ポンド，あるいは50%DDT水和剤50鑑ンド

を稀釈して土壌に噴霧する。

以上は少くとも苗木の床替，移植の1～2ケ月前に実

施すべきである。芝生などでは早美罰こ実施す．るとよい。

このような薬剤は大量に一度施与すると長期間有効であ

るから5ケ年位は施与する必要がない。それは殺虫剤を

土壊に逓副施用すると有害であるからである。

またDDTはwhitegrubには無効であるから，クロ

ールデンかデイルドリンを使用するのがよい。少くとも

1エーカーに250～500ガ街ンの撒布がよいといってい

る。

現在日本ではγ1%BHC粉剤を苗床の地下10cm附

近に反当り5～10kg用いている。

3．薬剤使用上の一般的達意

多くの殺虫剤は昆虫に対してばかりでなく，人畜にも

有害なものであるから，その貯蔵や使用にあたってば注

意をしなければならない．Parathion,TEPP,EPN,そ

の他の有棲燐剤は特に危険であって，今までに不注惹か

ら撒布者が死んだ例がしばしば報告されている。それで

今のところ獅諜苗畑でパラチオソ，テツプ, EPNなど

の使用は鐸罵な場合を除いてはすすめ難い。貯蔵する場

合にはよくその危険を表示しておく必要がある。バラチ

オン剤を用いるときは防額菌をつけて作業する必悪があ
る。

バラチオンの下毒剤としてはアトロピンatropineが

あるが，パラチオン毒の疑が生じたときは直ちに医師の

その他アラマイト(Aramite)というのは米国のユ・

エス・ラバー会社の製品で有効成分は2（パラタート，

プチールブェノキシ）イソプロピル2－クロロエチル，

サルプアイト, [2(P-tert. -butylphenoxy)isopropyl
2･chloroethylSulfite]とよばれているものである。ジ

マイト(Dimite)というのはジ（バラクロフェニル）メ

チルカルビノル[di-(P-chlorophenyl)methylcarbinol]

とよぱれ米国ではダニ駆除に利用されているものであ

る。

近年日本において亥二類の被害が農ﾎi漂いずれの分野

においても著しくなってきている。殊に1954年度のど

､ときは全国共通の被誉観象でトドマツ・エゾマツ・スギ

カラマツその他の稚苗や造林地に大発生を見たので，育

剃唯注目を要するであろう。北米では近年ダニが各種の
ひ

植物に被害を与えているが，この原因は戦後DDTを使

った繕果，〆二が死なないで反対にダニの天敵がよく死

ぬからだと論評しているので，今後DDTの林野におけ

‘る大塗使用については警戒を要するであろう。

②アブラムシ類

a)樺頃の樹皮に寄生するもの

100ガ戸ンの水に25%マラチオンzk和剤4ポンドあ

るいは25％リンデン水和剤ユポンドを瀞釈して用いる。

5月下旬ごろ幼虫に施与すると有効である。

b)各種広鶏封の若葉に課生するもの ．

100ガ戸ンの水に25％マラチオン水和剤4ポンド，

あるいは25％リンデンズk和剤1ポンド，あるいは硫酸

ニコチン1パイントに石鹸3ポンドを加えて稀釈したも

の，童たはγ1%BHC粉剤を用いる。

日本でわれわれがトドマツオオアプラCinRratodo-

colalnouyeに雲演した成績ではγ1%BHC粉剤が手

軽で効果があった。

（3）カサアブラ類（特にエゾマツ2 トウヒに寄生する

もの）

、加0カ戸ンの水挺石灰硫黄合剤2．5カロンあるいば硫

酸ニコチン1パイントと石鹸3ポンド稀釈したものを施

用する。本剤頬は開芽直前の暖い日に噴霧するとよい。

また本剤を9月下旬～10月の越冬虫にも実施するとよ

い◎

北海道のエゾマツカサアプラに対し春と秋の産卵期に

殺卵試験を実施しているが，いまのところ硫酸ニコチン

がよい成績を上げている。

（4）ハバチ類（松類に毒生するもの）

100ガロンの水に50%DDT水和剤2ポンドあるい

w我砒酸鉛4ポントにスチヵー（展着剤）を加えたものを

用いる。幼虫が鯛こした直後に施与すると最も効果があ

・る．

垂~
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井一上：北米に於ける林業用薬剤の使用傾向について

手当を受くべきである。

M"1zIthionは童だ広く使用されてはいないが，春に施

用する場合その量をやり過ぎないように注意した方がよ

い。多くの植物に6～9月に施用して象たが，100ガロ

ンの水に25％マラチオン水和剤を4ポンドの割合，あ

るいは50%マラチオン乳剤1「クォー1､」の割合に使

用した場合薬害がなかったといっている。

しかしマラチオンをミスト震(Mistblowex)で大規

模に撒布するのは，薬害をよほど確めないうちは詞魎し

ない方がよいとされている。

OvotrFmはダニの殺卵剤としては残効性があるので，

最も効果的であるとされている。

本剤は春に柔い広葉や新芽に施用すると薬害をおこす

欠点があるが，しかし松科1鋤に対しては薬害がでない

といわれている。したがって本剤は早講i芽のでる前挺

用いるとダニの塗するころよく残効をあらわすので北

米では賞用されている。 ．

次に乳済llは水和剤の代りに利用されるが，柔い植物に

は水和剤より薬害がで易い。

茅刷と水和剤の使用披鱒朧，北米では大体次のように

している。

a)2ポンドの50%DDT水和剤=2「クオート」

の25%DDT乳剤

b)4ポンドの50%マラチオン水和剤=3パイン1、

の50％マラチオン乳剤

c)1ポンドの25%リンデン水和剤==].パインI､の

25％リンデン乳剤

d)2ポンドの50%オボトラン水和剤=21/g｢クオー

ト」の20％オポトラン乳剤

e)2ポンドの15%アラマイト水和剤=1/2パイン

トの50％アラマイト乳剤

f) 1ポンドの15%パラチオン水和剤=1/2パイン

トの25％パラチオン乳剤

、4． おわりに

以上北米における林業薬剤の使用傾向の一端について

述べた。ここでは主として苗畑や幼令造林地などに応用

されそうな薬剤をひろって記した。これらはManysse

博士の記事のほんの一部に過ぎないが，林業解説シリー

ズ第71号の追補の一端ともなれば幸である。

従来農薬を使用する場合に，われわれは新しい名称の

ものに飛びつくきらいがありはしないだろうか。

優秀な殺虫力があり，安価で，薬害のない薬剤の出現

は望ましいが，今後は薬剤の撒布技術についても大いに

研究する必要がある。たとえば共立式のMistblower

のようなもので薬剤を目的物に附着せしめると，撒布量

が少くてもその固蒲性がよいので，薬剤の残効を増し極

めて経済的である。最近は手動撒布器から動力撒澗葦で

いろいろなものが鑿毒されてきているが,従来の懲器
からミスト機の使用時代へと移行しつつあるように思わ

れる。

われわれは有効な謂禮薬をもとめると同時に，今後は

改良きれた撒布機具の使用ということについても大いに

考慮を払う必要がある。現在の林業用薬剤撒布技術は農

業のそれにくらべて著しくおくれている。林業家自身が

最もその作業に適した撒布機具を選んだり，あるいは製

作させたりして，いろいろ研究を重ね最も合理的なもの

を見出して，指導体系を確立すべき時代に到達している

のではあるまいか。

また同じ害虫を駆除するにしても春先き早くに実施す

ることによって完全に近い防除ができるのに，いつも被

害が目立ってから駆除を実施するため，同じ薬を2度も

3度芯かけないと同じ効果をあらわせないものもある。

薬剤撒布の適期を見出すことは,従来も研究されてはき

ているが，今後は天敵との関連性においてもつと生物学

的研究が要求されるであろう。

《
グ

、

《
）

』

（13頁よりつづく） を直営とL会,残を民間癖反に委せていて,直営の分Iま日

パキスタンは1947年インドより分譲触立し，当時の 当制，民間採1反の分は原木貸与の料金を識Ⅸせずに採つ

生産は生松脂’～2千趣に過ぎなかった。それが，現在 た松脂を一定価絡で納入せしめている。したがって，こ

は8～9千睡に増加し，更に墳菫の計画が進められてお のような穏識によって松脂の価幟隆持と淵麺の円滑化に

るとのことであるが，このように，数年にして飛蹴湖増 役立たせている訳けである。

産ができた理由億，一つにほこの国の湛大な松林面積に 7° つけくわえ
潜在する松脂資源の活用にあったとともに，国がこの産 本稲では，松脂採取事情について，国内及びアメリカ
業を貿易振興政策の一環として取りあげ，有効適切な措 の現状を糟を詳細に記述し，その他代表的な先進国及び
置がとられているからに外ならない。現在松脂採取に使 後進国の事情を概説したが，その記述にあたっては大部
用する原木は殆んど国有林であって，そのうち3～5割 分NavalStoresReview誌より引用した。
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た数種の刊行物と最近の情報より取りまとめ，そのうち

代表的なものを2，3御紹介することとした。

2．国内事情

松脂企業は大別して生松脂も甑事業(農業的企業）と

生松脂精製事業(工業的企業）とに分かれ，前者即ち松

の立木を傷付けて謬出する生松脂を採取する仕事は，気

侭勺,地理的条件に恵まれ且つ採取知識の普及した中国，

四国地方を中心とし，ついで周辺の九州，近畿地方，更

に本州各地方という順に生産が及んでいる。年生産通は

生松脂約6,000遮で，この数量は1本の樫の木から2kg

の生松脂を採ったとすれば全国で約300万本の松の木が

痢旨木となり，約1万人の痢旨労務者とこの仕事を補佐

する多数の労働力とによって成立していることである。

生松脂採取事業の形態には（イ）精製業者の漕営郷

（戸）採坂業者の請負または自由採取，（ハ）原木所有

者みずからが行う採取の3通りある。精製業者の直営採

取ほ，精製業者が松の木所有者より借禾し，資金を投
じ，労務を派遺して行うものである。請負または自由採

坂は，松膿採販業者が自ら，あるいぼ人を使って生松脂

を採取し， これを集荷して精製業者に売渡すものであ

る。この場合請負採取はいわば精製業者の準直営生産で

あって，直営生産と併せると松脂全生産量の70～80％

を占めると推定されている。原木所有者が自ら採取する

のは，国有林における営林署の直営生産をのぞくとその

例が極めて少い。このため，一般に御旨採取の事業には

原木借入という深刻な問題が附随する。

松脂採取の対象となる原木は，国有林，公有林及び私

有林に分布しているが，従来より公有林が大部分であっ

て，国有林若干，私有林は極少数である。

湛有林の原木が少い理由は,大面積の松林所有者で松

脂に関心をもつもの少く，零細所有者のものは企業的対

象とならないことにある。原木は，通常，胸高直径7寸

以上の伐採直前にあるもので，1乃至4年採脂に供され

ている。また，前記のように松脂採取事業が企業形態を

なしている関係上散在している松の木は採脂の対象とな

らず相当集団したものが原木に使用されていて，1町当

り100～150本以上，1団地5,000本以上の成立が企業

､的によいとされている。しかしながら現実にはこのよう

な理想的現地が得難いので，これ以下の条件の悪い状態

で採脂される場合もある。

精製業者または掬反業者は例年’月頃より借木手配を
なし，労務者の手配，事業の手付金等の準備をなし，5
月頃より生産を開始して7，8月を頂点とし，11月を終

麹としている。したがって生松脂採取iこ要する資金の回

転が遅いことと，原木借入に伴う冗費等によって，一般

に生産コストが高くついている。

生松脂の生産原価は正確には掴象難いが，概ね第2表

V灘､し綴秒灘岬織

各国の

松脂採取事情
☆
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1．松脂賓源の利用状況

国産松脂は現在発展途上にある産業の一つであって，

国内には松脂資源が豊富にあり，生産に必要な労務及び

工場能力ともに十分あって自給自立の域に達せしめるこ

とまた不可能事ではない。それにもかかわらずその生産

はロジン（精製郷旨）として年間4,000砿前後で，自給

率30％に満たず，不足分を海外より輸入するため毎年

m億円に及ぶ巨額のﾀ債を費消している現状は誠に遺

感なことと云わなければならない。第1表は主要生産国

における松脂資源の利用状況を示したものであるが，こ

れによってみると，わが国の松林面積はアメリカにつく．

広面戯であって，他の主要生産国と比較すれば概して遥

かに侭位にあるにもかかわらず，松脂の生産は桁ちがい

に僅少であり，松脂資源利用度の極めて低いことが明ら

かである。

第1表
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本年1月26日閣議決定による木材利用合理化方策に，

木材の高度利用促進が謡われ，そのうちに，松脂採取の

指導奨励がとりあげられて，生産院路を打開するととも

に指導奨励につとめ，これらに必要な助成措澄を識ずる

ことが強調された。かかる議決は，国産松脂の現状から

みて時宜に適したものと思われるが，この機会に各国の

松脂採取事情を明らかにすることは，国産松脂の開拓発
展上参考となると思われるので，以下に，従来発表され

生

薙者・林野庁林産課
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に示す程度となっている。
、

第2表生松脂1遜当生産原価

る。

生松脂は，南部7州の松材鋤帯より生産され，年生産

は25～39万砿で，このために約1億万本の松の木が採

脂され，約1万人の網反労務昔とこれを補佐する労働力

によって旗立っている。採取琴の穀職輝，劉付面1万

をもって1団地(crop)を構成し, 1948年の調べではそ

のうち自己所有木23％，借木73％となっている。原

木は胸高藺径9吋（7寸5分）以上が対象となっている

が，とれば後述の松脂保全政策の現われである。原木成
立の状態は，企業的には1町当り400本を理想とすると

いわれているが，実際には1町当り100本前後であっ

て，そのため採取労務者はその労働時間の2/3は原木か

ら原木への移動に鍵消されているといわれている。した

がって，後述の酸吹付けによる新採脂法が成功裡に普及

実用されている。1本の原木については3～5年継続採

脂されるのが一般の場合のようである。（これは，借木

契約が3～5年を普通とし，重た’後述の松脂保全政策

の補償期間が5ケ年間となっていること等から推定され

る｡）原木は，州有，私有いずれの場合も採脂されてい

るが，その細部は未詳である。

アメリカは，･世界の郷旨（ロジン）全生産量の約6割

を占め，輸出も各国を凌駕し，真に世界市場を左右する

地位にある。したがって，政府は松脂に対し各種の政策

を施している。即ち，松脂保全政策，郷旨保護政策，改

良試験研究等がそれである。

い）松脂保全政策．

この国の松脂産業初期の時代に，濫採によってこの資

■
８
０
■
■
０
０
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８
Ｆ
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０
１
■
ｌ
日
日
日
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■

| 28年度
12円

33
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’
27年度

10円

80

20

60

29年度

12円

33

20

65

｜
木
坂
の
計

原
採
そ

代
饗
他 口

原木代は個点の場合で差異があり，最低1本当り7～

10円，大多数は20～30円で，最高60円という特異例

もある。原木1本当り松脂謬出量は平均2～2.5斑程度

であるから，生産原価中に占める原木代が可成り大きく

なる場合もある。掬反盤は生産原価中主要部分を占め，

責任者の山見旅礎，掬反者の往復旅費，宿泊，日当等が

含まれるので，採取労務者の実際の手取りは1日当り

300～400円である。因に採取労務者1人は1年に1～2

趣の生松脂を採取し，年150日穆鋤として1日10～20

斑をあつめる訳けである。その他の経費は，採取器具費

交通交際費，運賃，目欠，事愁費であって，原木所有者

でない事業者が採取生産を行うために付随する冗費が交

通交際費としてこの経費のうちの可成り大きな部分を占

めている。

国函溌脂は，昭和10年頃までは殆んど皆無に近い状

態であって，そのため外国産画ジン（精製松脂）を年2

～3万睡輸入することによって需要を充たしておった。

しかしながら国内には農富な資源があり，これを開拓増’

産することは輸入を防遥し山村経済を振興するに役立つ

《
）

‐

も

ので，農林省で昭和14年より3年間松脂採取の補助金 源の荒廃するを防止し，適正な保続と痢旨の合理化を菅

を交付･して採取の指導奨励につとめた結果国産松脂増産 及するために，1936年はじめて郷旨保全計画(Naval

の途が開がれた。爾来，農林省は，或は展示称を設け, storesconservationprogram)が樹立され，漂準採脂

或は民間採取者に対し国有林を開放して原木の斡旋を行 法に応ずる生産者臆対して1切付面に対し幾ら･という補

い， また，安価な外国品の輸入に対しては昭和26年 償金を交付することが規定された。これは9吋琵級以下

より関税定率（現行5％）を設け，輸入数量を計画制限 の松の木の切付を禁止し，択伐木の痢旨を奨励するうえ

して国産の保謹育成を図っている。しかしながら，この に多大な効果があった。爾来毎年この計画の内容が公表

程度の施策で行われる国産侭脂の生産は，一応限度まで されているが， 1955年度の計画でその一端を窺って承

来ていて，この際何等か心国の措置を施すに非ざれぱ， ると次の通りである。即ち1切付面当りの補償額は，胸

その存立は燕に危いといわざるを得ない状態に立ち到つ 高直径9吋のもの初年度切付2セント，2～4年目のも

ている。 の1/2セント。10吋でこれが31/図セント及び2セント。

ユ1吋では41/9セント及び2'"セント。択伐木ではこれ
3． アメリカ合衆国の採脂事情

が7センl､及び3セントとなっている。後述のポルトガ

この国のロジン（精製松脂）には，生松脂より生産さ ルにも，またソ連にも松脂保全政策がとられている模儀

れるガムロジン，概艮，廃材より生産されるウッド画ジ で，ただ，ソ連では痢旨のために鋸毒された以外のもの

ン，クラプトパルプの廃液より生産されるサルブエート の痢旨を禁止し，これを犯す者に対する罰則が定められ
ロジン（又はトールオイルロジンとも呼ばれる）の3種 ており，松脂政策面にも国柄が反映していることは興朱

があるが，以下，ガムロジンの原料となっている生松脂 のある処である。 F

の採取事業とこれに関連した松脂事情について記述す （ﾛ）松脂保護政策

－12－
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農務省に設けられてある生産省裂局では，各種の重要

農産物の佃幡奏定をはかるために蜘荷買上げを実施して

いるが，松脂についても商品金融公団(Commodity

CreditCorporationl略してccc)を通じて生松脂，及

びその精製品であるところのロジン及びテレビン油を貿

上げているが，この制度は1934年価幡慶定と繩反労務

者の保護を目的として制定されたものである。買上価格

は毎年1回または必要に応じその都度決定公表されるも

のであって，この価格の決定は当時の物価指数を基礎と

して平衡価格を定めその何%かをもって買上価絡として
いる（1951年以降は平衡価格の90％)。生松脂の買上

価格については未詳であるが，製品であるところのロジ

ンについて溝丘の買上価格の推移は次の通りである。即

・ら，価格は100封産について1951年7弗37, 1952年

7弗48, 1953年7弗49,1954年7弗46, 1955年7 ，

弗43．業昔はこの定められた買上価格で希望ならば自

由に何時でもCCCに貿上げてもらい，それに必要な費

用は極めて僅かな避薮を負担するだけで薪む･而も，一

旦質上げられた品は買戻しが出来て，その場合年3分の

利息（いわば保管利息）を麦執えばよい。したがって，

一面から熟ると現伽羅鐙という風にも考えられるのであ

る。この制度は極めて有効に利用せられ，また，最低価

絡の保証によって伽禮の維持に役立ったことは，歴年3

月31日現在CCCのロジン貯薦鐘の莫大なことから明

らかである。即ち，1952年932,000ドラム（1ドラム

520封度入であるから約22万腿)，1953年898,000ド．

ラム（21万池)，1954年840,000ドラム（19万砿)。

しり改良試瞬研究

松脂工業には，改良を要する事項が多々あって，その

ため，政府でば州立の試験場で各種の改良試験を行い，

その繕果は直ちに毒舗司に薔及されて多大の成果を収め

ている。その一つは，生松脂の精製法であって，他の一

つは生松脂撫反の新技法である。後昔は，樹皮切付と硫

酸吹付とを併用することによって松脂謬出速度の増加

と，鯵出期間の孤褒をはかることが出来て，そのため，

従来隔週切付けであったものが2～3週間卸付けで略同

一麓の採取が出来るので労力は40～50％の節約となり

この能率向上によって収入は80％増となる結果を試験

成果どして収めた。この新技法が普及に移されるや逐年

これを採用する者墳加し， 1947年生松脂採取者のうち

4％がこの方法をとりあげたに過ぎなかったものが，

1953年には33％までが行うようになった。この方法ほ

世界各国においても検討されていて，わが国でも，ここ

数年の研究時代を終えて,昭和30年には一部に率熱勺
な酸吹付法による郷旨が計画されている。なお，アメリ

カ政府の機関は，その他に，松脂高収量の経の品種改良

並に造林,掻脂採取と木材生産の綜合的経営等が研究せ

られ着食と実際面に移されている。

4． フランスの採脂事情

フランスば世界第3位の松脂生産国であって，年7～

8万砿の生松脂を生産し製品ロジンを2万砿前後輸出し

て欧洲の重要な供給国となっている。松林は平地である

ため採取コストは低廉であって，盗源の利用状況は本稿

冒頭に述べた処によって判るように（第1表参照）理想

的である。したがって，国の政策も行き届いており，伐

採前の採脂励行の濟j勺措斑及びその他の適切な媒護政策

が採用されておる模嫌である。政府の管理する掻脂連合

協会は，ロジン，テレビン油の生産金額の2％を拠出し

また，国庫より資金を放出して，これらをもって，採取

人の養成，採取人の家族手当支給，採脂に伴う火災その

他不時の損害救済に必要な擬金，松脂保全に必要な経費

試談研究補助金，会社更生盗金等に当てて，採取労務者

松脂事業者の保護をはかると同時にこの盗源の保続に万

全を期している。

5．ボルトガル

ポルトカル健世界第4位のｵ湖旨生産雷であり，未開拓

の広大な森林，豊富な糖製能力，低賃金等有利な条件に

恵まれて，フランスとともに”{{における重要な供給国

となっている。それで国の政策も積極的に施され，松脂

保全のためには採脂木の径級及び切付面を法律で決溺，

（1951年5月29日法律第38273号，1952年2月2日

法律第38630号）或は，最近肱松脂学佼を設立して技術

者の養成につとめている。

6．そ の 、他

前節菫でに紹介した,U.S.A､，フランス，ポルト

カル等は斯業の先進国であって，国の重要産業にまで発

達したものであるから，業界の活動も国の施策もこれに

伴って積極的であるのは当然である。他方その発達の遅

れた諸国に論いても，利用し得べき資源を活用するため・

には官民ともにつとめておる模犠であって，そのうちで

も，湛大な盗源を有するソ連，中国,インド,パキスタン

等は最も注意すべき進展振りを承せている。ソ連，中国

の事情についてば，特殊地域である関係上確実な費料に

乏しいが，この国の社会政策からぷて相当強力な措置が

とられ，その生産を保護育成していると思われる。最近

荒川林産化学合資会社は，香港，パキきくタンに社員を派

遣して，これらの国の松脂事情を調査したが，パキスタ

ンの採脂事情について精凌議Ⅲな，且つ，参考となるべ

き資料を提供されたのでその一端を記せば次の通りであ

る。 （10頁下段へつづく）

【＝

‐

－13－4



た古い海岸地方の街から村を歩いた。おそらく日本人と

してその地方に行ったのは，僕等2人だけではなかろう

かと思われる。親しくなればなるほど，戸田君はいい人

であった。先様はどうか知らないが，僕はすっかり気に

入ってしまったのである。こう書くと，戸田君は恐らく

苦笑するだろう。そしてある夜の寝話に，「日本人と旅

行するのは考えものだ」という僕がいだいていたような

危倶の念を戸田君も抱いていたらしく，お互に腹をかか

えて笑いあった。私は日本が戸田君を送ったことは非常

によいことだったと思う。

1戸田君に会う

ノールエーと北部スエーデンとの旅を終え，私がスエ

ーデン南西部の名港ギョウセングルグに帰ったのはn月

2日の夜だった。それまでに約2カ月，スカンディナビ

アを歩いていたので，もう北欧の一人旅も大分板につい

てきた。気ままな私臓,日本でも一人旅を好んだのだが，

もうその頃には北欧でも一人の旅を充分に楽しむ自分に

なっていた。そして勝手きわまる話だが，ガツガツし

たひとりよがりの日本人とならむしろ一諸の旅は御兎こ

うむりたかった。前から私
P ー

ｉ

は少くとも自分の旅溌の半

分は，自分の長いあこがれ

であったスエ辰-デンで使う

ことを念願とした。スエー

デンではいわゆるタカレぱ

タカレた自分ではあった

が，敗れたりといえども日

本は日本，日本学者として

の襟度を失いたくなかった

し，およばずながらジェン

トルマンの態度をとりたか

ったのである。n月2日の

夜，北スエーデンの旅を終

えて，親しき友リンキスト

教授のもとに帰ったら，

「ドクター・トダが来てい

ますよ。明朝ここに来るは

ずで一諸にエックスカーシ

こんな優秀な若い人をどん

どん外国に送ったら，さぞ

日本の林業もノビノピと素

直に伸びることであろう。

それにしても国外を歩いて

いると，モツタイナイほど

の金を使っているお方が相

当いる。こっちが貧乏なの

で，ヒガ味勝かもしれない

が，私はヒガマないで物を

いっているつもりである。

用もないお方が高価な写真

機をゴbラさげている一方，

澪F必要なカメラが買え

ず，横目でドイツを通る研

究者も少くないだろう。ま

たとらなければならないカ

ラーフイルムを極端にサーー

ブしながら神経質に使って

《
〉

ｉ
一

ヨンに出ることになってい ブしながら柳緩質に使って

ます」といってくれた。そして「ドクター．トダは立派 いるのに，一方ではあらゆるところで，とんでもないム

な人ですよ」とつ例pえた。僕がそれまで林業試験場宮 一ピーのカラーフイルムをまわしている方もいる。また

崎支場の戸田君に会ったのは欧洲旅行出発直前淋野庁研 時には交際上止むを得ないこともあるだろうが，必要以

究普及課において， 原課長のデスクの前である。その 上に一流のホテルにデンとかまえて’「敗戦いずこ」「ど

時，原課長も「戸田君臓稀に見るいい青年ですよ」と太 つちが戦勝国か」判らない風景が見られないでもない。

鼓判を押していた。しかし戸田君に親しく会う蓑では正 もちろん，’0年もたったことだから， いつまでも貝鐵

直のところ，「自分が彼の邪臓にならなければよい」し’ ということにこだわっている必要はないかもしれない。

「彼が自分の邪腿にならなければよいがなァ」との多少 ともあれ多少ムシャクシャな気持が，心のどこかで餓蕊

の懸念はあった。それは他国にいると，気付かずに自 しかかっている時に，戸田君に会えたことは’僕には一

分自身が我濫になっているし，エゴイスチックではある つの嶽京剤であったし,今でも有難く感謝している。

が，許された「時間」というものは自分にとって錘貴 さてすっかり仲好しになったこの戸田君は’一足先に

重なものだからである。 デンマークに帰っていって，11月17日，約束通り，．

翌朝戸田君に会い，それから南部に向って2泊3日間 ベンハーケンのエアー・ターミナルまで迎えに出てくれ
ギヨーセンブルグ犬学の学生諸君の愉快なエックスカ－ ていた。それから電車（約4km)とバス（約20km)を

シヨンに加わった。そしてなお2泊3日間，一行とわか 使ってヘルスホルムのホテルにまで案内してもらった。
れ，更に戸田君と2人でスエーデン南東部の物語に満ち 忙しい時間をす童なく思った。

《
）

ヘルスホルムというと，何だか大都会のよ･うなところ

筆者･北海道大学農学部教浸･理博･農博 を想像するかもしれないが,喫茶店もない片田舎の村で
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舘脇：ヘルスホルムの林木研究所

あり， バスの停留場附近がやや街らしい観童なしてい

る。しかしここはかつてデンマークの壬と王妃がいて平

和静穏なりし日の歴史と思出を持ったところで，ホテル

にも古い趣はある。けれども聴いたことに，このホテル

にほ，バスもなく，室では湯も出ず，一寸ヨー画シバ離

れしていた。その日1ま晩飯を戸田君のバンジョンですま

せ，それから戸田君の居室へ行って見た。ホテルはパン

ジョンと居室の中間位に位置し，両方へそれぞれ4～5

町はあったろう。戸田君の所へ行くには直径500mぐら．

いある池の端を通って行く。池の方の側には王居時代か

らの並木が残っていて，景色には珊鐵があった。時には

添景としてその池に白鳥が浮いていた。また片側には森

林博物館や， アパート式になった試験場員の宿舎があ

る。試験場のアパートといっても，王居がここにあった

時の兵隊屋敷跡らしい。戸田君の居室はそのアパートの

裏の中庭にあって，ギャレージ附の一室である。換言す

ればギャレージと隣合せの8魁ぐらいの一室である。室

に入ると洗面所，便所もあり，ユンケル型の大型ストー

ブもついていた。科学するには寒そうな室であるが，哲

学するには持ってこいの室である。要するに留学という

名前ばいいが，この田舎に住み，これといった慰めもな

く，戸田君に関する限りはまず難業苦業であろう。「目

下ワイフ・シックの最中」と告白されたが，「むくなる

哉」と思った。「ホーム・シック」「ワイフ・シック」

「マネー・シック」は留学生のハシカ承たいなものであ

る。しかし一面強い「ワイフ・シック」にかかる程のワ

イフを持ったということは，戸田君のために喜んでよい

だろう。

如月18日にはヘルスホルム林木研究所助手のニルソ

ン氏とジーランドj鄙のグレピンケ，ウルケルプ国有林

の森林見学に出かけ，’9日には森林植物担当の教授と助

手のベーデル(Vedel)氏が迎えに来てくれて，ジーラ

ンド北部の森林を生態学的に観察し，両日とも非常淀愉

快だった。もちろん戸田君も一諸であった。 19日は1

日研究所にいて，圃場を見てまわり，午後1時間半ばか

り「北海道の植物景観」の識演をした。林業試験場長も

きてくれて，ふんな大変熱心に静聴してくれ，会後のデ

ィスカッションも活溌であった。

20日は日曜日。その日の朝，私はここを去ることに

していた。そして用がなければ「これを見る眼とこれを

理解する感覚を有する人には他に優る意義を有する」と

いわれている，古き画一ヤル・ブォーレストに包まれた

狩猟と森制縛物館(Hunting&ForestryMuseum)を見

ることにしていたが，アビシニアの王様がスエーデンか

ら南下し，デンマークの王様がそれを停車場に迎え,金

色に輝く馬車が2合も出るというので，朝食後戸田君と

2人でコペンハーケンに出ることにした。野癖性は否

定できないが，2人がアピシニアという言葉と，菱金の

馬車という語に妙に心ひかれたことも琴篝這だ。バスの停

留場でニルソン氏の一家に会う。やはり王様のお迎えら

しい。

定刻30分前ばかりに＝ペンハーゲン市の中央にある

公会堂シティ ・ホールの前に行ってみた。アピシニアの

国炊を模様化した緑黄白色ののぼり，またデンマークの

国旗を模様化した紅白ののぼりが高く立ち並び，それに

両国の国旗がひるがえっている。キングの人気ばすぱら

しい。人垣の中に入って待っていると，人の好さそうな

中年の紳士が，戸田君の肩からかけているカメラを見

て，警備の巡査の中に入れたらどうかときいてくれる。

その巡査は更に星の沢山な上官に聞いてくれたが，「あ

なた1人を入れると，承んな入れなければならない」と

懇切ないいわけをしていった。約20分前になった時，

前駆自動車が2台，10分ばかり前になると騎馬2頭が行

く。いよいよ王雛の行列が来る。先駆2騎，つづいて警

備のための自動車1台，つづいて来た騎馬2，それから

白馬にまたがり，高き白毛をつけた軍帽に，白色と水色

のガウンを着た近衛兵（？）1小隊が中世紀の物語りか

らぬけでたようにつづき，更に前後に正装をこらした2

騎をはさんで黄金色に輝く馬車，更に護衛騎数騎をおき

黄金の馬車2台，それぞれにアビシニアとデンマークの

王様，王妃が乗りこまれ，その後には更に白馬にまたが

った正装の近衛兵1小隊がつづき，大官連中の供奉自動

車数台が最後を承り，絵巻物のようなパレードは，歓呼

の声に包まれて過ぎて行った。

簡単な午飯を食べてから街の散歩をし，さてお別れに

どこに行こうかということになったら，動物園へという

ことになった。「2人ともそう智懲もないらしいが， 2
人ともお互犠そう悪意はないらしいね＝」 と笑いあっ

た。1時間半ぐらいは動物園にいたろう。動物園という

ものは童心にかえらせてよいものだ。最後に動物園に近

いレストラントでビールを飲薙，電車に乗って私はホテ

ルの近くで下り，戸田君はそのまま終点の方に乗って行

った。「戸田君，有難う」と手を振りつつ私の視野から

消え行く戸田君にアデュ－を告げた。

2林木研究所

i 樹木園と研究所

デンマークの林木研究所として世界に注目されている

のはシーラック・ラルセン(Syrach-Larsen)博士のい

るヘルスホルムの研究所であろう。これを語るにはヘル

スホルムの樹木園とコペンハーゲンに近い森林植物園を

記さなければならない。両者とも露地栽培のできる喬木

ならびに潅木を解明することを目的とし，特に森鯏直物

一

一

~

4

今

－15－ I

1



館脇： ヘルスホルムの林木研究所

のヒース開拓者が生産力なきヒースに森林を仕立て，ジ

ニートランドの西海岸に沿う飛砂地帯の詞鈍化を実現し

た努ガは世によく知られていることである。

デンマークを訪れる他国の澗錐家は，デンマークがす

べてのことにどんなに詳細に気をくばっているか，どん

なによく土地を利用しているか，どんな小面積にまで管

理を及ぼしているか，どんなに注意深く森休をとり扱っ

ているか，等犬，しきりと質問を重ねてくるようである

が，それより以前にデンマークカ…神の櫓1億にまず注

意を払わ液ければならない｡そして制沐交配によって，

すで糎存在していた樹種より，成長および品質において

より良質な雑種を形成しようとする企画と実行をなして

きたデンマークの因って采りし道を識意しなければなら

ない。「必要は発明の母である」というが，ホi木育種の

問題に関し，デンマ戸クが現在実験を活溌に行っている

事実は，この生食しい契列に外ならない。

すでに雛k育種が行われつqある国煮では，国立試験

場に育種の一部門がおかれているようである。しかし樹

木園と林木育種の間には翻妾な関係があり，デンマーク

の如きはその著例を有するところと称すべきである。か

かる部門の指琴昔の立場を見るに，この両者の密接な結

びつきは，シーラック・ラルセンに関する限り，全く自

熊杓なものであろう。彼の父は先に記したコペンハーケ

ンにつづくシャ§ゴツテンルンドにある謡：臓伽園の瞳医

家であったし，童たその家に生れし彼自身は制錐家であ

る。
● ● ● ● ● 今

現在ではこの林木育種で交配と無性繁殖が行われてお

り，苗圃には大いに園芸技術が坂入れられ，管理法は全

く従来のものと一変した。そして選ばれた樹木に対して

は,作物より価値の多い子苗を生産することを目的とし

て努力しているのだ。そして特殊な苗圃は林木採種園

(seedorchard)と呼ばれ，ここに重要な生産陣への使

命力惑された。しかしデンマークは現在までの交配によ

り良き種子を得たことで決して満足はしていない。それ

ゆえ全力をあげて前進をつづけている。そしてそれによ

って理論的遺伝学に，より何かを期待し得るよう.な新し

い組合せの下で，最も優れた樹種を交配したいと希って

いる。かくて現在をその途上と自覚し，よい樹木採種園

の基礎となり得る樹木1本1本を見出して将来に期した

いと念願の努力をつづけている。

iiiへルスホルムの業績

以上記述した主旨に添う学理的かつ実際的研究が，ヘ

ルスホルムの樹木園で行われている｡この研究は他の研

究と同じように，今日まで満足と失望を伴ってきた。し

かし結果の出た成果の2，3の例をここに示すことはで

きる。

と樹木学の教材に用いられている。

デンマークの樹木園は1838年に樹木の蒐集を開始し

たシヤ芦ツテンルンド(Chalottenlund)(コペンハーケ

ンのｵ煉隅につづく）にある森林臓物園に始る。 この

樹木森材糖吻園はデンマークで現在最も多くの職種を有

し， コペンハーゲン椛鋤園と対關納な存在vこなってい

る。そしてコペンハーゲンの糖吻園は大学と関係してい

るのに対し,森1剰鋤園は王立獣医鰈専門学校(Royal

VeterinaryandAgriculturalHighSchooI)に属し，

面積は3．6ヘクタール，糎吻学，林学，園芸学の研究に

使用されて来た。この後者の森林植物園こそ，世に知ら

れたデンマーク林木育種が胚胎したところといってよ

い。近年この森鯏鋤園が狭少となったので，ヘルスホ

ルムに樹木研究所の桜休園ができたのである。これは前

に記した狩猟森林博物館のあるローヤル・フォーレスト

の背後に位置し，王居跡の公園の南に位置している。面

積は15．6ヘクタール，剃司割i錨は1935年に始まり，

緬究を目的とするために世界から樹種(喬木,潅木）が

蒐集されており，梯栄な仕事として，林木育種を担当し

ている。しかもそれは1936年に始めて国家的問題として

取りあげられたのである。そしてシーラック・ラルセン

權土は新旧両繊木園燕*樹種蒐集のヘッドである。

ヘルスホルム機休園の嘱識は剃永育種の資斜を主眼と

して擴蔑していることである。この研究と関連して，こ

こに研究所と温室が“林木育種，，のために建設された。

Wf究所はコジンマリとしている泌明るく嶽紫で，仕事

がしやすく設計されている。もちろんコペンハーケン近

1,､シャロツテンルンドにある識植物園も満末育種のた

めに併用されている。これらの研究費は公的諸よび私的

の鶇蘇な議決により網等され，年32,000クローネ（約

200万円）である。

ii林木育種

作物の方でも園芸の方でも，議重関係の仕事は過去50

年間にわたり非常な発達をして来た。けれどもﾎ嶬の方

を見ると，世界中どの国でも‘うち越しがたいであろ

う，困難が起るとして，このテーマをとりあげるのに長

く際籍して来た。ここにデンマークの初登場となったの

であろうが，デンマークが集約約材沐育種の開妬者とな

ったことは決して偶然ではない。それはデンマークが国

土と鐸開発に対し，常に短刀を喉につきつけられてい

為ような思いをさせられてきたからである。思うにデン

マークは自然に対し，常に怠傭と欠乏に戦うべき努力を

余義なくされてきたからであろう。そしてこれによく耐

えて大いに努力をしてきたところに，デンマークの今日

があるのだ。森休に対してはデンマークは早くも1805

年，保存と儲獲に関する法律を出した｡またデンマーク

烏

《
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舘脇：ヘルスホルムの林木研究所

が，今ではどこにもここにも見られるであろう。ともか

く日本のカラマツが林木育種の淵源ともなった交配に一

役かつたことは我凌日本人として興味のあることであ

る。

この樹木園の実験から，ここの研究室で選んだ木がそ

の子孫へとどんな経過を辿ってきたかを見ると，選んだ

木は確かに綣果がいいのだ。それによると普通の方法で

得た種子から出てきたものより，えらばれた木はよりよ

い成長をする。そして現在では受粉するために選ばれた

木の接木や坂木を行う棟k"園4fseedorchard''をつ

くることは，もうデンマークでは実際的琴諜になってき

ている。そしてかかるところから， デンマークでは改

良された種子を収盤する。ただしこれら林木種子雑園

は，系統の判らない堆木から受粉されないような場所に

設置する必要がある。

しかしよりよい種子を得るという立場においては，デ

ンマークは決して今日の程度で満足はしていない。なぜ

かというに改良というものは詩帯鋤に行わなければなら

ぬからである。理論的育種知見のためにも，樹木園研究

室でば，これに貢献できるような鐇互の結合に鍵善を謝

待し得る最もよい木の交配を切に望んでL､る。そして交

配を主にずる方法では，一般向きに最も信頼すること･の

できる，よりよき林木採種園で，吾入の欲する一層よい

個体が見捌される日を待っている。

b無性繁殖

林木育種として，交配に対するのが無性繁殖である

が，この樹木園の例でも見ることができるように，無性

蕊直は交配とは別途に有能な働きをしている。古木から

得た最初の接木用の桟条は，単に選ばれた接木に対し，

一般に僅かの数しか得られない。しかし数年の間に強力

な根からは長い健康的な枝条が出る。これらのものから，

新しい繁殖を欲するなら，それは自由だ。この例の最も

期待できる樹壷として，この樹木園ではセイヨウプナや
カラマツ類をあげることができる。

ある若二Fの種謹の場合，満桑は種子繁殖のかわりに無

性繁殖のみをとっている。たとえばドロノキ類やヤマテ
ラシ類がこれである。それに伴い接木の技術幟大いに増

大し，この方法によって，権嘉の実行に際し，鍵善とす

る系(clones)をもちきたらすことが出来るかどうかが

考え始遡られた。 1952年，研究比較のために普通のブ

ナ漉隣で見る色食のブナのク画一ンを植えることを企て

た。そしてこれはジーランドの私有林で試みられた。

このために幾つかの森林区がこの林木育種の実行に協力

し，再接木による個体の椎畿が（特にカラマツ，ドーグ

ラスモミ，ドイツトウヒについて）試象られている。

同じ方法で，ヘルスホルムの桜休園の小さな試験区に

a交配

〔ヤマナラシ類の交配〕多少親近関係を有する2つの

謹頁の交雑により，しばしば而瀬を越すよううな成長の

エネルギーを持つ強力な薇濯勃§得られている。この樹木

園ではこの種の雑種の一例としてPopulustremula(普

通の欧洲ヤマナラシ）とPopulustremuloides(アメリ

カヤマナラシ）との間の調重を作ったcこの雑種は一銭

の欧洲ヤマナラシより耐寒性が強く，そのためであろう

か，成長もよい。しかもこの緬璽は菌類にほとんど詰か

されない。デンマークではヨーロッパヤマナラシの代り

にその緬重を用い造榊勺によい成績を収めている。 も

し，この綱重を用いなかったならば，ここに完全な失敗

､をおかしたかもしれない。

Goschのマッチエ錫はいち早くこの繕果をとりいれ

た。ここに蕊易したのが，ソレ(Sor")近くに1942年

設立されたポプラ調険場で，ここではデンマークにおけ

る拳プラ類の育成を目的としており，上記の雑種もここ

で育成された。すなわちこの時，重要な花粉はカナダか

ら小さなガラス容器に入れて送られ，小さな花付のよい

接沐された獅鍾用の木，また時には立派な蝿ぐからとっ

た単なる枝条は嶋湯ﾘな受粉室におかれた。かくして隔離

された雌木にカナ亥から送られた7齢が交配されたので

ある。よい苗木の年産はすでに10万本に達した。マッ

チ騨沐のために今日までデンマークは巨量の輸入をして

いたのだが，これでマッチ軸木に対する有利な自国鍾童

が可能になったことが確められたといえる。

〔力．ラマツ類の蕊n]次の同じ様な例はヨーロッパカ

ラマツと日本産カラマツとの間の剃種に見られる。ヨー

ロッパカラマツは一般に成長よく，美しく， より素直

な木であるが， しばしば恐るべき菌害におかされる。

Tinghusplmltationにおける非常に大きなヨーロッパ

カラマツと燕械鋤園における日本のカラマツとを表配

し，雑種を得た。その雑種は10年で雨醗よりも20～30

％早く成長しており，木もことごとく健在である。し

かしもちろん将来ともこの結果を総時することができる

かどうか観察はつづけなければならない。

なお個体に関ずる刷究は，永い将来に対し，いかなる

価値を有するかまだ完全にはなされていない。しかし採

種用のためヨーロッパカラマツと日本カラマツの交互に

列状に権俄したのを見ると》その実際性がうかがわれ

る。更によりよいものが得られるまで，デンマーク繩窒

のため，市場に送るカラマツ交雑種子のかなりの量を得

るため喉，当分の間この式の相互猿俄の出現を予熱する

ことができる。これらの植栽方式はこの樹木園と国立林

木育種研究所とその他の協力のもとにできたのだ。なお

これらの權淡は始めは特に国有林に見られたのである

墨
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舘脇：ヘルスホルムの林木研究所

おいて，ブナのモクCdcurlybirch''の研究が行われた.。

こ.の親木の材には特によいモクの樹蕊があり，これをベ

ニヤ板にすると美しく珍らしい特徴が出てくる。材の性

質はこの鍔kで保持され,従ってこの材の生ける資料を

ここに求めることができるようになった。しかしその成

長がおそいため，このブナの場合，この考えが，実際的

に利用できるかどうか，それは問題なのである。しかし

ともかくこの成功はﾎ徽勺に見て,系(clones)の直按

利用に対し，非常によい例で唯ある。そしてこの接木に

材自身の節くれや，不擴側な性質を見ることも感じるこ

ともでき，少くとも科学的証明のためには特に適した例

を提供している。

ヘルスホルムはデンマークの7術k育種招罐の地であ

る。そして研究室は実際上の応用を眼目として， その

他の研究機関と密接な関係を保ちつつ努力をつづけてい

る。そしてデンマークにおけるﾎ樹怠育種は遺伝学，森休

擢吻学，泳学，園妻学にかこまれて発達し来つた研琵で

あることを強調している。

× × ×

ヘルスホルム滞在中，シーラック・ラルセン博士ほ留

守であったが，助手のニルセン氏が非常によく世話をし

てくれ,．その上,戸田君と共に2度もおよばれを受け非

常に恐縮した。本文を草するに当り，同地滞在中，同氏

始めお手数をかけた同研究所の諸氏に深厚な謝意を表し

ておく。
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１第5回懸賞論文審査発表

懸賞論文の審査会を次の通り開催し，各審査員の採点表に基いて協議した結果
下記の通り入選及び佳作を決定した。

審査 会

1．開催日時昭和30年5月16日午後2時
2．場所本会
3．審査員出席者

佐木義夫氏野村進行氏島田錦蔵氏松川理事長（代松原）
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藤村重任氏倉田吉雄氏（委任状提出者）

記

二席日本林業技術協会賞 （副賞4,000円）

林業試験場野 村 勇
（論題日本林政の課題と国有林の意義）

寒河江営林署長小松頑三
（論題わが国国有林の本質を論ず）

佳作賞 品

長野営林局吉 良 政 幸
（論題国有林の本質を論ず）

名古屋営林局楯 茂
（論題国有林の本質について）

神奈川果林務諜児玉欣一郎
（論題林業会団の睡化策を論ず）

‘芦別林産物検査所伊津 慶 一
（識彊林業会団の翌化方策を論ず）

備考

特賞1名 1席3名 2席5名の中3名 3席10名は該当者無く空席
とした。
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ので二人は案外平気であった。

何れにしても経験を積まなければならないということ

が判り，彼はルーシイの伯父ベンジヤミン．ベークウェ

ルの商事会社にスリ，戸ジア青年は西印度諸島に大量の

ハムを送ることになった。しかし二人とも派手な繼羨を

得たのではなく1年足らずしてスッテンテンになってし

まった。第2の失敗である。

当時西部へ西部へと流れる噸荒に押されて1807年二

人は，キャラコ，ウイスキー，茶，難龍，砂糖等の商品

を仕入れてオハヨー河畔のルイスピールに小売店を開い

た。その土地が気に入ったので，その翌年ルーシイと結

婚して，その翌日には此の田舎町へ向って出発してしま

った。

ルイスピールは田舎であった。彼等は費府や紐育に商

品を仕入れにゆかねばならなかった。その困難な仕事を

引き受けるのが常に彼であった｡何故なら烏が旅行中に
見られるからであった。

しかし彼等の商売は余り成績は良くなかった。という

の朧，此の町が発展すると共に，狡い商人が次第にスリ

込象，値段の急激な麹Eが鐸の商売を凍結状態にして

しまったことが一つ，もう一つはオージュポンが商売に

余り身を入れなかったこと等がその一つ，結局，もつと

競争相手のない河下へ行って店を開こうというので遂に

此の店をたたんでしまった。

以上が第3の失敗である。

1810年，此の店をたたんで，二人はもつと競争者の

ない所へ行こうというので，同じ種類の商品をもって，

オハヨー河の下流ヘンダースンに移った。

ヘンダ・一スン朧，彼等が想像したような繁華なところ

ではなく，当時僅に戸数200戸ばかりの淋しい開拓地で

弾薬，羊毛製品，ウイスキー位しか売れなかった。オー

ジュボンもルーシイも，此処でば沢山のお友達も田来，

研究場である森林もまだ誰にも荒されていないので，野

鳥も鍔言，どの点曝於いても絶好ではあったが,何しろ
僅かばかりの應落では売り上げも知れたものである。戸

ジアにとってはそれば堪らないことであった。j比処の簡

売を打ち切ってもつと儲かりそうな所へ行こうという相

談が出来たりほその年の冬の初で，若い二人はサッサと

閉店してしまった。

第4番目の識である。

その年の冬の半ば，彼等2人とジョン・ポープという

少年の議認3人は，今ミヅーリ市になっている当時セン

ト・ジェネピーズに向った。途中で河がすっかり結氷し

て6週間も癖冒しなければならなかった。ロジアほすつ

かり誰纒してしまったがオージュボンは毎日朝から晩ま

で多忙をきわめた。というのは冬の自然界ほ,一寸見ら
れない珍しい婆化があり，それに冬鳥の相も違っていた

ので毎日観察したり描写せねばならなかった。
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14． オージユボンのやった事業

彼は事業家でもあり，小売商人でもあった。しかし彼

ほど失敗の連続をやった事業家，商人も世に珍しいこと

であろう。

これはもともと彼にとっては生活の一手段であって，

専心tf窯に心を打ちこんだわけではなかった。多くの場

合,彼の心は勘定台や工場にあるよりは，森林の中や沼

沢に飛んでいってし蚤っていた。商用の旅行ほ彼の最も

好むところであった｡何故なら自然の懐にとびこんで，

思う存分探鳥することが出来たからである。商用旅行で

はなく，探鳥旅行であり，研究旅行， 写生旅行であっ

た。到鐸が成功し，金の貯る筈がない。

若し彼が絵や鳥や植物に注ぐ．と同じ'ir"を事業に注い

でいたら，おそらく彼は，当時有数な富豪になったこと

であろう。彼の健康，彼の早起，彼の努力から充分それ

は割り出せるものであった。しかし金が儲かったとして

もそれは彼の生涯中だけで，歴史の一頁を飾ることは出

来なかったと思う。

事業に失敗し，赤貧に追かけ廻わされても，彼は自然
と親しみ，その生活を享蘂し，その中から幾多勝れた美

を発見し，これを再現することに成功した。このことが

かえって彼の諜鍾を不朽ならしめた動因であったのであ

る。

神朧その人に大任を課せんとするときば，－といえ
ば，修身の本の言い草になるが，此の入の不澆の精神を

練るには，此等の失敗は，よき試金石であったとも云え

るのである。

前に書いた機に先ず第ユの失敗はロジア青年と二人で

ミル・クロープで鉛鉱山を経営しよ‘うとして，マンマと

老稔な溌言スタに背負い投げを喰ってしまったことであ

る｡.年端もゆかない，未経験の二人としては当然であっ

たかも知れない。当時まだ報当豊富な資金も持っていた

』
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毎

成沢: J.J.オージニボンのことども(4)
一 一

その羽根の色が褐色であったためボールド・イーグル

の劫鳥と思いこんでいたウォシントン・スイ一・イーグ

ルを描いたのは実に此の間のことであった。

セント・ジェネビ戸ムは，当時フランス人ばかりの小

さな町であった。

鐸洛は泥だらけであったが,家の建て方や庭の作りが

フランス風で'ｺヅｱにとっては,言葉もよく通じて,何
となくくつろいだ気持になることができた。それに町こ

そ童だ開けたばかりの小さなところであったが，ミシシ

ッピー河を上下する船員の宿場であり，北へゆく商人，

ニュー・オルリアンからの旅へ，その外猟師，インデア

ン等がよく集まるところであった。

二人の商店ほかなり繁昌した。そんな冬の厳寒時を見

込んで来る商人もなく，実際品薄でもあったからであっ

た。 ロジアばすつかり元気を恢復していそいそと働い

た。それに此の地で相愛の娘が出来たからであった。オ

ージュボンはそれにひきかえてあまり楽しまなかった。
中

むしろ氷の張りつめた河の畔で蘆港して鳥を追求してい

た時の方がもっと楽しかったのである。それに彼は此の

町の人を嫌い，とてもルーシイを呼び寄せて世帯を持と

う等という気は起きなかった。彼はロジアと相談して共

局経営をこれで打ち切ることにした。父オージニボンが

最初にした契約は9年間であった。4年しか経過して居

なかったにかかわらず契約を破棄するに至ったのは，二

人の間に性櫓約な一致点が見出せなかったのであろう。

品物の分け前をロジアに売った。ロジアは一部ま蕊金で

一部は約束手形で支払った。 1811年春おそく彼は綣歩

で165哩の道径を4日饗してヘンダースンのルーシイの

許へ帰えってし震った。

目立った失敗ではなかったが，兎に角一時にしる繭読

をやめたのだから或る意味では，第5番目の失敗という

ことができる。
弁

ヘンダースンに帰えってから，彼は独力で店を開い

た6書記のポープ少年がまめまめしく働いて呉れるのと

野鳥や狩猟も好きで，二人は話がよく合った。夜店を閉

ぢるとお互の観察談を話しあったものであった。ゆとり

が出来ると共に絨愛も破かれ，派手好暴の彼を思わせる

ような家具調庭もそなわり楽器の数も目に見えて増えて

行った。机には剥製用，解剖用，写生用の色,々な器具を

揃えられた。

こうした今までにない，彼の象によって築き上げたか

なり豊な生活にひたり叉それだけに，烏に対する研究も

進んだ。

その頃アメリカは西部へ西部へと発展しつつあった。

ヘンズースンにも，その流が日ましに数がふえて来た。

当然のこととして土地の価格が昂騰した。彼は土地の肥

澪をよく見分ける能力をもっていたので，地味の良い農

地を買入れ，それを高く売った。こうした生活が3～4

年続くうち，彼はもうそれから足を抜くことの出来ない

程深入りしていた。

好事腫多しで，丁度その頃経済恐慌が全米を吹き蚕く

った。銀行の破産が各池に相亜いで起きた。商品の価格

は猫の眼のようにめまぐるしく変った。彼の土地売買に

も，商売にも大きな手違いがはじまり倒した。

これより以前ニュー・オルリアンでルーシイの弟トー

マス・ベークウニルと協同出資でやっていた商会も，此

の恐慌のあほりを喰って脆くも澱れてしまった。

此の危機を脱するために，ベークウエルと再び共同出

資で製粉工場と製材工場を兼ねた工場を設立した。彼等

の計算によると附近の農村の小麦豊富な森林は，立派

な黄金に形を変えるはずであった。しかしやって見ると

‘壷は思うように入手出来なかった｡材木を製材所に運

び込むことも思った様に楽なものではなかった。その上

機械は故障が続出した。やつと修繕が出来た頃には材料・

が入らなかった。彼はすっかり腐ってしまった。もつと

此の道の経験が必要であった。もつと初める前に研究す

べきであった。黄金を産み出す筈の工場は，毎日溜息の

材料しか産承出さなかったし，彼の金やルーシイの遺産

を貫慾に吸いこんでしまった。ベークウェルは手を切る

といい出した。

事業慾の旺感であった彼は一人でもやって承せるとい

う決心であったが，此の工場は動脈硬化の度が既に進ん

でいて，二進も三進もゆかなくなっていた。工場には彼

の描いた鳥の脚：貼られていた。

頽勢を挽回する積りで，今度は造船業を始めた。船が

出来上がり，可成りいい値段で取引きが出来たが，買手

は不渡手形を渡して，その船を運瞳してミシシッピー河

を下航してしまった。驚いた彼は， 2人の水夫を雇って

此の船を追跡したが，実は此の不実な買手にばまだ外の

債権者があって，ニュー・オルリアンに向って出発し，

彼より先に此の磯を差し押さえてしまった。

彼は元も子も無くして徒歩でヘン〆一スンに帰って来

た。ところが既に前の不法な男が州っていると聞いて怒

のままに七口をもって，ルーシイがとめるのも聞かず

に出て行った。その頃彼は機械の修理中あや主って右手

を負傷していたので左手で敵手をやっつける積りであっ

た。相手もさるもので混俸をもって出て来て，彼はした

たか打ちのめされてしまった。しかし彼も倒れるときす

かさず相手の脇腹を刺した。相手には応援者があり，彼

にも味方があって次第に騒動は大袈裟漣なり，数日にわ

たって双方の殴り込承が繰り返えされた。彼は遂に裁判

所に呼び出されてひどく裁削官からお叱りを蒙つた･

画

〆

轡

《
》
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成沢: J. J.オージュ蓋ンのことども(4)

その後少しでも頽勢を挽回しようとの気持で，政府か

ら買った土地を有利に売ろうとつとめたが，充分な収入

をもたらさずにしまった。

次に森林伐採に手を出した。雇スれた杣夫頭と樵夫は

初め正直そうな織子をしていた。しかし木を伐り，労銀

をもらってし蓑うと，伐った材木を筏にしてミシシッピ

ー河を夜陰に乗じて逃亡してし童った･彼はもう追跡す

るだけの勇気を失なってしまった。

彼催大体が人の良し､性質であったので，数人の人達の

保証人になっていた。ところが，相亜く不況のため腫此

等の負債者は麦払能力を失なってしまった。銀行は保証

人である彼に支払を請求して来た。

斯うした不幸が息つく間もなく彼を追いまわし，おび

やかしている最中，不幸の総決算がやって来た。

製材所と製粉所の債権者達が彼に支払を請求して来

た。彼は支抵うだけの資力がすっかり枯渇してし菫つた

のでルイスピーールに夜逃げをした。

債権昔達は執鋤に彼を進鋤して，とうとうつか萱えて

官憲に引渡し没獄してしまった。投獄されても支払能力

が湧いて来る筈はなかった。破産の宣告が下され辛うじ

て出獄したが，その時彼の手許に残ったものは，猟銃と

衣服と書き溜めた鳥の絵，それに最愛の妻子だけであっ

た｡

ルーシイの妹エリーザと結婚したニコラス・ノさ一ソー

ドは商人であったが，|祷願や鳥類の新種を発見しては

その研究に余暇を潰すのでオージニポンとは非常によい

仲であった。裸で獄舎から出て来たオ戸ジュポンを心か

ら温かに迎えて呉れた人臓バーソードであった。すぐ

ルーシイと子供を呼びにやり一緒にしてやり，シッピン

グ鑪一トに近い所で，ささやかな店を出してやったりし

た。もうキャラコやコーヒーを売りたくない，もう鳥も

見たくない，生活を維持する手段が判らなくなった，と

いったのは此の時であった。〃あなたのような天才に神

様は何故芸術家の指を与えたのですか，それによって生

活が網等出来ないことはありませんわ〃そう云って励ま

したのがルーシイであった。

彼はその後殆ど事業らしいものをやっていない。赤貧

の中で，流浪の生活をしながら，烏の姿を追γっていた。

それが後半の彼の頚業と云えば事業といえるものであっ

た。

絵を見た人達は出版して象たらどうかとすすめるのであ

ったが，彼は初めばそんな気持はなかった。

実際出版してふようかという雫の起きたのは1820年

というから，彼が35歳の時で，シンシナーチ附近でメ

ースン少年と，鳥や植物の絵を書いているとき，ふとそ

んな気になり，それが次第に彼の心の中で生長して行っ

た。

勿論妻ルーシイにも相談した｡彼の女は心から喜んで

その実現の一日も早からんことを祈り彼を励ましてい

た。

彼は息子の一人であるビクタ屍-を連れて， 1822年賀

府に向って出発した。勿論大した旅斐はもっていなかっ

た。川蒸気に乗ったり歩いたりしてシッピングポーI､に

着いた時は，蕊中僅に13ドルしかなかったという。一

冬ここで過して肖像画や風景画，果ては内淵壁飾と，金

になることなら何でもやった。

翌年費府に出た。有名な芸術家や科塞に会うことが

できた。その中でも1､戸マス，サリイという当時一流の

画家は彼を好遇し，油絵や絵画一般の手法について何呉

と助言してくれた。またナポレオンの甥に当る，チャー

ルズ・ルシィエン・ボナパー1，は嶋捌な親切を示してく

れ，彼を自然科学筆上院に紹介してくれたりした。

オージュ筆ンの絵は此の学士院に陳列され，非常な賞

賛を博したが，それにもかかわらず，これを出版しよう

と申し出る業昔ほなかった。それに尚悪いことには，例

‐の纈鋤師の陰気な鳥類刷究家アレクサンダ戸・ウイルス

ンとの腐れ縁がこんなところでも，一つの暗礁となって

いた。

というのはアレクサンダーの鳥類の本の刊行に当り，

一部は自らもその記載編集をやって↓､たジョージ・オー

ドが，優れたオージュポンの本が世に出ては，彼等の出

版に蹉跣を来すので，オージュポンの出現を非常におそ

れた。そしてまず第一着手として，植物を配した鳥の絵

に批難の鉾を向けた。

それやこれやで，費府で出版するのぞゑは全く水泡に

帰してしまった。彼は足を伸ばして紐育に行った。しか

しここでも出版などは思いもよらなかった。アメリカの

当時の建設時代のあわただしい気風では，とてもそうじ

た落ちついた美耐罐賞等は問題でなかったのである。友

人達は旧大陸，ヨーロッパに行くことをすすめた。彼も

アメリカに見切りをつけて，英国へ行く方が得策だと恩

つた°

一応彼ほ妻のいるベイニゥサラに帰えって此の相談を

した。妻も英国行きに賛成した。彼は妻の許で亥ンスや

絵画や音楽を教え，相当な弟子をかち得た。肖像画もか

いた。出来るだけ倹約した。息子にも夜おそくまで絵を

一
一

0

I

昼

15．〃ザ・バーズ・オブ・アメリカ（ア

メリカの鳥類)〃其他の出版

彼が鳥の絵を描きはじめたのは，全く彼の趣味からで

自然の美にうたれて，それをもっと身近なものにしたい

という内的欲求によるものであった。彼のすぐれた鳥の
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成沢: J. J.オージュポンのことども(4)

1837年米国を席捲した大恐慌は，彼の予約の上にも

犬きな影響を与えずにはおかなかった。市中には1ドル

の鑑でも仲を見出せなかった程で，あらゆる著述業も

腰青していた．そんなためにアメリカで得た折角の予約

者もどんどん手をひいていった。此のパニックは英国に

も波及し，英国へ2度目に行ったときは彼は予約帳がす

っかりしぼんでしまったことに驚いた。最初300部の予

約を集める積りのところ，とに角279人の名を克ち得た

のであるが，以上の様な関係で，ほんとに買ってくれた

人ば161人とも125人とも云われている。約半数に減っ

てし童つたわけである。

1826年初版が発行されたのであるが，彼が雄図をい

だいてリバプールを出発して以来12年目に最後の図版

が完成した。同時に〃鳥類伝記〃5巻も完成した。

此の心血を注いだ〃アメリカの鳥類〃の図版は，分類

掌約な配列ではない。また中にばオージュボンが幼烏と

成鳥との識別が出来ないで，幼鳥の方を謂潅として駁り
韮一ルド･イーグル

扱ったのもある。例の国鳥になっている白頭鷲の幼鳥

の如きはそれで，此の幼鳥は全身褐色で大いさは親と同
ゴールドウン・イーグル

大であるため彼ば金総としたのは有名な「誤り」

である。

カピーア・レガラスの如きは，果してこうした鳥があ

っただろうか，或は単に彼の記憶の所産ではないだろう

かとも取沙汰されている。

が，しかし，此の写謹勺な絵が出版されたために，鳥

の盛衰が明らかになったことば，特筆すべきことであっ

た。たとえば，当時一群，11億15百万，その数の莫大
パツセンヂャブ・ピジョン

なことに於いて有名であった旅行鳩の如きは，ど

んどん濫撞されて19世紀には，］､日何千バーレルも市

場に出されたため，遂にその数を減じ， 1914年僅に1

羽残った最後の烏が，シンシナーチ動物園で死んでから

は，名実共に絶滅してしまった。
グレイド・・オウク

オゥウミガラスの如きも肉や羽毛を得るために溌繼さ

れ，次第に数を減じ，1844年アイスランドで，1848年

ノルウェーで， 1870年ニウフアウンドランドで夫食1

羽づつとれているが，それ以後は誰の手にも入らなくな

った。
レヂツシ■イーグレツト

紅色サギの如きも羽毛商に追い廻わされてフロリ

ダ地方からは姿を消してし重つた。
フーピング・クレーン

鳴き鶴はハドソン湾からアイヲワにわたって広

く分布していたが，現在僅に20羽位しか残っていない

といわれている。

同じ運命にあるものに,草原ｳ葵，灘螺郷奪
（尤もこれは一昨年大掛りな此の烏だけの探険隊が2羽

発見したと報告されている）或ほカロライナインコ等が

ある。

教えた&彼は前途を思うと疲れを知らなかった。

彼は1826年の春までに400以上の烏の絵を描いた。

一年のうちに1,500ドルを稼いだ。かくて彼は4月半ば

にリバプールに行き英国行きの船に乗った。

新大陸の珍しい鳥類と，總吻や，昆虫を配しただけで

も，充分人を惹きつけるに足りるのであったが，その新

しい手法や鮮弱な色彩,大胆な織図は,芸術職jな感覚の深

い人達を動かさずにはおかなかった。リバプールの王立

研究所で展覧されると，俄然大きな反響を巻き起した。

オックスフォード管でも，ケンブリッヂ大学でも手

篤く観迎され，オックスフォード大学図書鎌，或はラド

クリッブ図譽鈍等は，公式に購入を予約した。

ロンドンでも彼の名前は既によく知られていた。殊に

当時社交界で令名をはせ，叉画家としても一家をなして

いた， 1，戸マス・ローレンス卿の知遇を受けるに至ら

た。しかも彼の出来る範囲のあらゆる努力をしてオージ

ニボンを紹介してやった。そのために，絵は非常な高い

価格で売れた。

エディンバーグに行った時，彼は多年探し求めていた

人淫遇ったような気がした｡というのは,如何に絵が立派

でも，それを再現して呉れる巧者な彫刻家がなければ出

版することは出来なかったからである。そうした人をエ

ディンパーグで見出すこと．が出来た。W.H.リザァズと

いう当時その趣こかけて臆最も罎な人にフトした事か

らめく．りあった。リザァズはオージュ祭ンの絵を見て打

たれると共に即座に彫刻を引き受けてくれた。1826年冬

には，彼が自分でも傑作と信じていた雄七面鳥の製版が

届けられた。素晴しい出来栄えであった。大きさもオー

ジュポンが注文したようにダブル．エレファント．フォ

リオ（27×40吋）の大版であった。これは当時の型とし

ては最大のものであった。しかし不幸にもリザァズの図

版工が賃上げストライキを起して，僅に10図版を作っ

ただけで中止しなければならなかった。

その後オージュポンはリザァズに匹敵するような人物

を探していたところ，戸パァト・ハーベルを発見した。

まだ若く，社会的にも知られていなかったが，腕はたし

かであった。ハーベルはリザァズのあとをうけて，リザ

アズの作った図版に修正を加え，1827年の終り霞でに，

5部25図版を完成することができた。此の人は息子と

共同でやっていたが， 1830年惜しくも他界したため，

その後は息子が独力で出版に当った。

此の大版の図は1部が5図版からなり全巻で87部

435図版の大冊で，1部2ギニイ，全巻182ポンド14

シリングであった。これを1部出来るごとに渡したのも

あるが，当叡直したもの妹4巻とし，初あの3巻は100図

版，最後の巻は135図版となっている。

へ
諄
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成沢: J.J.オージュポンのことども側

また当時その数が少かつた牧場ヒバリの如きは，今全

米何処へ行っても見ることができるようになったが，オ

ージニポン時代には稀にしか見ることができなかった。

叉一時細威しかけたのでオージュポン協会の保謹によ

って，逐次増加しつつある大白サギ，鳴きカモメ等があ

る。

このように，鳥の消長がよくわかる点に大きな貢献を

したばかりでなく，鳥に対する認識鳥を愛する気持を

一殻の人達に植えつけた点に於いては，実に偉大な寄与

というべきである。

今米国の野鳥愛謹熱はおそらく世界のどの国よりも磯

んだろうと思う。その導火線をなしたのが，オージニポ

ンであり，〃アメリカの鳥類〃刊行が大きな機運を醸成

したものと云えよう。

1829年家族を連れて米国へ帰えると，彼は"アメリカ

の鳥類"の小型本を禺す計画を熱心に進め,母典を取捨
選択して7巻に収め1839から18“年の間に1,000部

を発行した。世にオクタボ版と呼ばれているのがこれで

500図版それに説明を加えてあるので_殻向きとしては

母典より親しみ易いものである。これには息子のビクタ

ーとジョンの兄弟が父を助けて,その仕上げに専心した。

いったい〃アメリカの鳥類〃は名声の高かった割に金

銭上の報酬は殆んどなかった。しかるに此の小型本は低

廉なために誰からも買いしたわれ，そのためにオージュ

素ン家は，相当な実反入があるようになった。

小型本の出版が順調にすすむのを見て， 1843年この

麗督をジョンに委せ，彼は新しい計画をすすめていた。

それは哺乳動物の図鑑を出すことであった。晩年彼はニ

ューヨークに30エーカーの土地を買って，ミニエズ，

ランドと呼んでいたが，その居心地よい住居で，熱心に

哺乳鋤物を研究していた。彼は友人に哺尋”物の漂本の

送付を頼んだ。ことに親友バッハマンには遠慮会釈もな

く頼んだ。小動物ばラム酒に入れて送るようにと念の入

った掲令も出した。自らもミズーリ河を遡上して蒐篁に

つとめた。これ等の鼠物の描写にあたっては，彼が永年

鳥類で蕾心して得た猫茄と観察眼を遺憾なく譜軍した。

一日に14時間も粘ばつた。勿論獅農ではなく，水彩と

パステルを用いた。

この図鑑には，彼の技を遥に凌駕したといわれる息子

の．ジョンとビクターカ勤力し，叉その識剛な託鐵はパッ

ハマンがやってくれた。バッハマンばジョンやビクター

にすれば義父であった。したがって此の本はオージュボ

ン…の共同作品であるということができる。
ブラック・異クワアレル

此の蕊雷の中に描かれた黒リスについては，彼は多

少疑問をいだいていた。ただ，当時の学堵がそう呼称し

ていたので，その名前を用いていたが，彼の考では，此

のリスは謡函種と灰色種の交雑種で，まだ「種」に固定

するまでに至っていないという見解をもっていた。後年

動物学昔の籾究憾,､F-ジュポンの見解の正しいことを

実証している。

叉〃アメリカの烏鐵に見られるように，動物の墾豊

もよく此の著書を通じて分る。たとえば，熊を追っぱら

ってしまうほど強いといわれていたイタチ属のウルバリ

ンは嘗てはアメリカの北淵驍林には，至るところに見ら

れたのであるが，今は僅に極西部に鱗息しているに過ぎ

ない。

此の璽吻の本が有名な〃北アメリカ産胎生四足獣〃で
吻遮マン

あるが，此の完成を見ずして稀代の〃林人〃ジョン・ヅ

ｴｰﾑズ･ｵｰジﾆ讓ﾝは永眠してしまった｡

しかし水彩とパステルで描かれ，余りに劇的だとも云

われるほど躍』瀬，な，鳥や獣類の鮮明な描写は，今でも

見る人をして，彼の性格に現実に接しているような錯覚

をさえ与える。

謎の霊の中に生れた彼，狂暴なフランス革命の渦の中

に消えなかった彼，ナポレオンの野望の踏承台にならな

かった彼はかくて静かな束縛のない自由な青空の下で，

若竹のように伸び，その愛の地下茎は，今でも枯れるこ

となく広く世界の隅盈まで伸びんとしている。

16．批 難

大木に当る風は強い。彼の名声が漸く高まると共に，

彼の出版に対して執念深く攻撃して来るものがあった。

殊に彼の〃アメリカの鳥類〃に描かれたうちで最も劇

的な第21図版がそれである。この絵朧ガラガラ蛇が大
モツキング･バード

きく口をあけてモノマネドリを撃っている図である。

撒難昔雪ま，ガラガラ蛇は決して木に登らないこと，

図版では牙が趣曲して､増るが，実物は英直であると攻撃

してきた。しかしこれに対しては彼の宋方が実際問題を

もって防禦にあたってくれた。たとえばガラガラ蛇は，

時には木に上ることもあることや，またフロリダの或る

婦人ば寝台の支柱の上に巻きついていたことを詞喋に見

たと報告してきた。また歯もガラガラ蛇の或る租瀕朧内

曲していることが立証された。
牟琴f・桑$コーテツド・"池キング・バード

またノドアカ蜂鳥ほ営巣するとき，地馥の

小片を唾でつけると述べているオージニポンに対して，

敵方の連中は，そんなことをしたら雨が降ったら溶けて

しまうだろうと冷笑した。しかし彼を庇護する連中は実

際にそれを調査したところ，果して唾で糊づけするが決

して雨に溶けないことを確認した。

オージニポンがオーセージ輝､ら聞いたところによる

と,ハケタカの餌を見つける感覚は,喫覚ではなく視覚で

あること，嘆覚は非常に退化していて役に立たないとい

竺

ロ

具
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成沢: J.J.オージニボンのことども例

｢彼は何処にも生れなかった」と奇妙な揚げ足をとった摩

ジョン・ニールは，更に手を換え，品をかえてオージ

ュポンの〃アメリカの鳥類〃を批難攻撃して来た。「ニ

ール氏の御熱心な勉強振りには，誠に感じスリ候も，一

つのイチジク（つ霞らぬものとの意）ほどにも考え居ら・

ず候・こうしたものは，こやしの山から立ち上る湯気の

如きものにて，何時かは，雲散霧消すべき運命のものと

存じ居り候」と一友人にあてた手紙に書いている。

ラプラドールに旅行する計画をしていたが，息子のジ

ョンが助手として行を共にする筈であった。

「私はフロリダから持ち帰えつたような荷物をもって

帰りたい。若し神様が，われわれに成功を許され，そし

て安全に帰えさせていただくなら，我が国の鳥類の知識

に於いて，私と比肩し得るものはなくなるだろう」とい

っている。

、彼は自分の仕事が未完成の蓑童死にたくなかった。友

人に出した手紙の中に,彼の自信の程を示した職りであ

ろうが，実際は自分自身を鼓舞している文句がある。

r死の女神が，私の顔をのぞきこんでいるとしても，私

は彼女を潮笑してやる。私の気持を傷けるためにやって

来るとすれば，一寸おそすぎたとネ。私は最後まで，私

が此の事を初めたと同じ努力で続けて行く。それに私の

作品は単なる燐火ではなく，実に後世に伝えるべき偉大

な灯台になる自信をもっている。少しばかりの誤りはあ

ろう。しかし私の烏,私の丈にふくまれた真理と事実は，

後世自然探究者に輝かな光を与えるだろう｣。

美といい蕊といいその生地は皆自然の中にあるもので

ある。その自然の中に踏承入ってその生命を掴んだ人添．

勝利者であり，後世に至るまでよき社会の指導者たり得

るのである。そういった意味では些細な批難に動じなか

ったオージュポンの気持はよくわかるような気がする。

うことを琴した｡－此の事について,溌戸ウfンも世
ｺﾝ下ｰﾙ

界周遊記中で，南米のハケタカについて,実験している

が，視覚によって鰐を発見することを面白く書いてい

る。－しかし当時の学者朧不快な腐肉を探す能力は，

嗅覚以外にないという意見で，オージニポンの此の珍奇

な聞き込桑を潮笑した。しかしオージニボンの味方も，

彼自身もこれについて実験して承たが，果してオーセー

ジ族の云う通り視覚であることが判明した。
き:イツ美リング・スウヲン

第411図版に白 鳥に3ケの黄花の水蓮を配し

た絵がある。,これについて敵方は全くこんな椎鋤ﾘは架空

のもので，実在しないというのであった。しかし彼の死

後，この珍奇な同一水蓮が発見された。

叉ジョン・ニールという男はジョージ・オード以上頑

固な批難を浴せて来た。いったい世の中にほ人に議論を

吹かけて，それを面白がる種墳の入間があるが，ニール

という男はそうした露頃に属する入種であった。

彼が批難したのは〃アメリカの鳥類〃全図版は，助手

につかったメースン少年が描いたもので，オージニポン

は少し色をなすりつけただけだということを云1，､ふらし

た。またこれに関してはメースンもほんとうだというこ

とを云っている旨をつけ加えた。

たしかに此の図版の中にはメースンが描いたものが二

つある。それはしかし〃J､メースンによる〃と明確にこ
レッドoデイァリス

とわってある。此のうちの一つは第15図版の紅アヤメ
ブルウ・イエロウ・バツクト・ウヲブラー

とアヲ背黄ロウグイス。もう一つは第140図版の鐸
パイン・クリーピレグ,ウォブジア

づき三葉腰の小枝とマツクグリウグイスの2枚である。

これは誰が承ても寺鑑が硬いのでたとえメースンに由る

とことわってなくともおかしいと思われるものである。

まだある｡彼の著書了慧議稽'郭の序文で｢私は
新世界で生を掌け，光を受けた」と書いて場所も生年月

日も書いてないことをつっこんでニールは喰い下った。

〈
一

▲

も

《
》
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ー一=寸言武志可一一PFL子』二心…恐鐸匪野挺涜一一宝五喀軍正＝動一＝……一一

溌
航空写真の利用こそ，その最も効率的手段の一つであろうと考えられる。しかし，蚕だ航空写真に関するわれわ

れの供聯は決して充分とはいえない。一日も早えこの最も有力な手段をできるだけ広くかつ深く理解し，より高度

にその活用を普及してゆきたい。

われわれはこの意味において，航空写真に間する知識を林業に直接たずさわっている方葱に，できるだけ多く熟

知していただくために，こんど「林業技術」誌上をかりて，「林業と航空写真」の講座を各専門家をわずらわし開

講することにした。

この企画が鐸家のために役立つことを念願してやまない。

ところで，林野部門における航空写真利用の現況について，新しい認識をもっていただくために，現在赫野庁が

実施し，かつ考えている航空写真による森林調査法の概要を紹介しよう。

▲

一

b

一“

1戦前における林野郡門の 尺1/15,000でR､M､K､20/30のカメラをもって撮影

航空寓真利用状況 が実施された。
本緒的に航空写真を利用し始めたのは，関東大震災で さらに満洲では，第2次5カ年計画により大興安嶺の

被災した東京，横浜の復興のための都市計画に，その測 森林と溶悪林地を対象として，昭和’5年に撮影が開飴
量図を利用したことであった。（大正13年)その後,（昭 されたが，戦争の勃発により昭和17年をもって，残念
和6年)，伊豆半島の下田線及び三陸地方の鉄道路線の′ ながらその計画は中絶されてし童つた。この事業はすべ
達設計画にも航空写典が利用された。さらに昭和8年， て現日ホホ橇技術協会理事長松川恭佐氏（当時満洲国赫

電源開発のために木曾川上流のダム建設計･画に航空写真 野局計画課長）のもとで日本の林業技術者により計画実
が導入された。この木曾川開発のために撮影された航空 施されたものである。
写真の一部を利用して，旧御料林鬼無里経営区の森林に 2戦後における森林調査への

ついて，はじめて航空写真による森林調査が試みられ， 航空寓真利用の現伏

その効用の大きいことが認識された。（御料林第10号 戦後，戦災復興のために米軍から’/40,000複製写典

昭和’0年）また一方，昭和5年には橇太において森林 が貸与されることになったのを契機として，林野庁は昭
款空写真の鍵診に靜手し，5年間に約24,0001kmgを撮 和23年に民有林の茄鳶彗喬編成事業漣，この航空写真に

影した。これはわが国林業部門における航空写真利用事 よる測量法を導入する方針を決定した。

業の噛矢であって，森術薗積および誓読の確定に広く利 もちろん，その写真ば縮尺が小さく（カメラ,Fair-

用されたものであった。 ChildK-17)蓑た複製写真であるため篤朝度が低かった

満洲においても林野局により，事慧勺に約320,000 . ので，それを2倍に引伸して利用したが，精度の点では

km2の潮撮影が計画され，その第1次5カ年計画が， かならずしも完全とはいえなかった。

昭和10年から日本の*鍔麦術者によって実施された。 われわれは，これらの銃空写真を利用して，アランデ

同時に内地においては森林経営計画識立のために，東 ル法により民有林の約60％の地域（昭和30年言での

京，神奈川，埼玉蕊よび群馬の各県下の森林について縮 実績）の所謂「地貌図」（'/5,000）を作成し，森林基本
一一図及び加錐図を調製した。‐

9

桑

筆者・林野庁計画課長 その後，講和条約の発効にともない，航空撮影を自由
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に実施できるようになったので，昭和27年には神奈川

県丹沢山地帯および東京都の水源林地帯において，林野

庁・林業試験場・日本林業技術協会および航測会社の専

門家が協同で写真を撮影し, 10m等高線入の1/5,000

地形図を国産図化機I､リプレックスによって調製し，航

空写英による森林認査の基礎的研究を開始した。

昭和28年には近畿地方大水害直後,,この地域に対し

て大阪営林局，奈良県，和歌山栄および電力会社と協力

し，大鏡摸な撮影を実施し，大災害のありのままの実悩

を迅速に撮り各方面に対し，航空写真のきわめて有利な

ことを再認識せしぬることができた。それらの航空写爽

により災害地の実体を明示するため1/5,000の10m等

高線入地形図（次例参照）を調製し森林計画業務に活用
した。

きた。

これに併行して日本林業技術協会は，国の委託をうけ

て，林業試談場および航測会社の協力のもとに，静岡県

下の天城国有林において，前年度にひきつづき航空写爽

による森林判読の基騨勺研究を実施した。また林業試験

場と名古屋大学の両者で航空写真材積表の調製と研究を

分狐し，目下鋭意研究中である。

3航空篇真による森林調査法の概要

昭和26年以降，林野庁で，赫業試験場･大学・日本

林業技術協会および航測会社関係の権威者の協力を得て

研究をつづけた結果,事業的に推進ずる方法として次の
ような調査法を決定した。こんごとも各方面の祷討と協

力を期待してやまない。

ゴ

久
ン

字

◆

《
雲

（有田川災害写眞及び等高線入地形図）

その他昭和28年には大阪府下南部，岡山県玉野市， （1）航空写真を最も効率的に利用するために1/25,00O
久米郡，真庭郡および長野染上伊那郡下における森林計 の縮尺で撮影し，森林判読用としてはそれを2.5倍に引
画および治山計画の編成樹立のため約1,738Ifmgの地 伸（縮尺1/10,000)して利用する。
域を撮影した。とくに大阪，岡山においては一筆調査に （2）森林計･画を中心とする綜合的事業計画にこれを利
航空写真を直接利用して経我や功程の面で劃期的効果を 用する。

あげえたが，これに従事した調査員は，航空写真によら （8）航空写真の活用とともに，標本抽出調査法を導入
ねばいかに多くの労力と時間を，今まで浪費していたか し，森林調査を最も効率的に実施する。

を痛感したと報告している。これによりわれわれは，森 また林相判読用としては試験的に赤外線フイルムで撮
林調査の改善に対して航空測愛が大きな貢献をもたらす 影し，きわめて有効なことを認識したが残念ながら経済

ものであることの確信をえた。 的理由から全面的導入は当面考えられない現況である。
なお国有林でも，去年から始まった民有保安林買入予 次の二葉の写真を参照されたい。

〆

定地域の森林調査に，航空写典を利用する方針をとり29 （4）航空写英による測量技術者と森林判読技術者の菱
年度で約2,723km3の撮影を実施したが， これにより 成を促進する。
奥地の調査困難地帯の森林調査を効率的に行うことがで 航空写真測量技術を修得している林業技術者に対し，
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仰木：詠業と航空写真

る計画である。現在，航空写真に

よる測量凌術を修得している優秀

な林業技術者は約100名程庭であ

り，昭和32年からはとくに，国

有林技術者の義成に努力を払う計
画である。なお昭和30年中には森

林判読按術者を約100名程度訓練

する予定である。

4航空寓眞関係器材の
整備状況

講和条約発効直後の,撮影およ
び図化の器材は戦前の第3級程庭

のものであったが，日本林業技術

協会および日本写真測量学会をふ

くむ関係技術者が林野庁を中心と

してあらゆる角度から検討研究を

進めた結果，結論として世界的水

準にある第1級および第2級図化

機を整備すると共に解像力の高い

RC5aおよびR.M.K21/18カメ

ラを輸入すべきであるとの結論を

得，各業界の理解と努力により昨

29年にば待望の器材のすべてを整

備することができ世界的水準を保

有しうることになった。

30年現在整備保有されている航

空写真関係器材は次のごとくであ

る。

い林業技術者を韮成する計画である。林野庁ほさらに森林判読技術の訓練を実施し，とくに若

赤外線写真
垂
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仰木：林業と航空写真

林資源調査方法
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森林調査簿の作成

5林業における航空寓眞利用の研究状況 ②航空写真を利用した森材標本抽出調査法の研究。

昭和27年以降現在までに行われた林野部門における 日本林業技術漉会

航空写真利用の研究は，前述のような基礎研究であつ （1） 日本における主要樹種の林相判読に関する基礎的

た。これらの研究は航空写其の権威者を中心として行わ 研究。

れたが，特に満洲において深い経験を稜んだ林業技術者 ②航空写真撮影カメラ及び図化棲の精度とその功程

が多かった。 分祈。

次はその主な項目である。 （3）地貌図の精度分析。

林野庁 倒赫梁における航空写真利用の研究及び普及。

（1）航空写其による森林調査法の研究及び技術者の訓 （副航空写真判読鋤荷者（林業）の訓繩

練。 6航空篤眞の統一撮影の提唱

（2） 日本における主要な樹種及び林相に関する判読資 航空写爽の利用分野はきわめて広く，あらゆる方面に
料の蒐集整理。 活用されており，非常に有利な武器である“

（3）森林調査に航空写真を利用した場合の功程分析。 その主な利用としては次のごときものがあげられる。
性）その他関係費料の蒐集。 （1）都市計画，港湾施設計画。
林業試験場，大学（東京，名古屋） ②河水統制計画，治山治水計画。

（1）航空写真用材穣表の調製とその基礎的研究。 （8）道路，鉄道建設計画'･林道建設計画。

－28－
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仰木：林業と航空写真

諸般の惜勢から，またその実現の機運は熱していない

が,今後とも一層各方面に対して啓蒙宣伝にあたらなけ

ればならぬと思っている。

試みにわが国の全土を撮影するために必要な経喪を試

嫌すれば，優秀なカメラで撮影し，高級な図化機で図面

を作成するには概淑37億円を要するものと推定される。

（1/25,000の縮尺で撮影し, 10m等高線入1/5,000の

地形図を調製する｡） 5カ年計画でこれを実施するとす

れば毎年約7．4億円かかる。

航空写真こそほ新しい時代のもっとも有効な武器であ

る。この識座によって航空写真をいかに有効に利用し活

用すべきかということを体得され,航空写真を通して，

林業の一層の発展のために貢献されんことを念願する次

第である。

（付表･次頁に）

仏）工場立地計画，用水施設計画。

（5）農山村産業計画,謝蝿整理計画,土地改良計画。

（6）森林計画。

（7）災害の迅速なる実態調査とその復興計画。

（8）電源開発計画。

⑨地質鉱床調査。

（10考古学的調査。

このように航空写真は，多くの利用分野を有するが，

各分野でそれぞれ別個に撮影したのでは，大変無駄なこ

とである。したがって当初から計画的に全国土の撮影を
遂行することが望ましい。

われわれはこの意味において， 関係各官庁と協力し

て，それぞれの目的を考慮し，無駄のないように統一的

計画的に撮影を実施すべく航空写真の統一撮影を提唱し

て来た。

堂

－☆

日本木材学会の創立
近年における林学のめざましい進歩にともなってその専門分野も著しく分化して来たので，日本林学会の

ほかに林産部門関係の学会設立が2年ほど前から企図せられ，本春4月とどこおりなく創設されたことは，
林業林学発展のため同慶にたえない。同学会の定期的事業として会誌（年4回）の刊行が予定されているが，
広く同学各位の入会を期待する。 （いのせ）

日本木材学会凌則（抜すい）

第2条本会は林産物に関する学術の発展を図るを目的とし左の事業を行う。
1． 会誌の頒布2．図書の刊行3．木材学に関する調査および研究4．識演会,研究会，見学

会，識習会などの開催5． その他本会の目的達成に必要な事業
第3条本会は事務所を東京都目黒区下目黒林業試験場内におく。
第4条会員臓次の2種とする。

（1）正会員（2）賛助会員

第5条正会員は会費年額金400円を納めるものとし，賛恥会員は本会の目的に賛同し，会費年額金3,000
円以上を納めるものとする。

8UO000DOfM'04M'0川IQ48Ddm冊00""OlhⅡDMglIlIOOOOOIⅡODOOqGDaIU"O00QlIOO』伽叩111M"MdD1IO叩,MO伽IjOOM帥11190『0MUIⅡ0↓0000』lⅡ00”0吋1Ⅱ0900叫Ⅱ061叩叩Ⅱl叩MIMⅡ00QOOdOIWOBoD"lⅡlOOOOO1llljOOM0II1I90IOO,I1II400U帥ﾘ11“f008Q11ﾘﾛﾛq9qOMI肌､叩MlIID00q"川0

ロ

8

一
（

一

一

よい
－“重重疎驚解諦ラリース，よみやすい

イ

東大助教授・農博 、

加藤誠率

'れて行く伐木，集材，

’ 76
薯

風倒処理で事業量力譜増し，続燕と機械化されて行く伐木，集村
運材の最新の型が実例と実証とをあげてのべてあって，読んだだ
けでもいかにも利用技術の先端に立っている思いがする。

繍糖 業漆 ＃蔭 趣75 保坂秀明著
厩

広葉樹利用に革命的な新望面をひらくであろうこの林産化学の技術が，こ
れまでいかに困難な道をたどり，いかに貴重な役割を演じて来たかを語り，
日本の林野担当者は人口問題，食糧問題にも寅務を感じなければならぬこ
とを強調するとともに，これにこたえる道こそ木材糖化工業であるという。
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仰木？林業と航空写爽
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(附） 航空 寓 眞撮影
一

’ 撮 影

コース数写真枚数

26 711

12 1 136

撮影地区

番号

撮影
撮影目的

地区名
撮影区域及ぴ面識県

丹沢 治 山
森林計画
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4
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近畿 治 山

森林計画

81

20

４
８

０
９

９
３

２

ｔ
□
且

1,600km2

《
三Ｊ

ｆ
２
３

０
３

口
暦

４
４

３
３

１一
一

Ｊ
＃

９
８

４
２

．
０

３
４
－

３
３

１ 177

29

－

11

5
岡山・香川 l80kxn3 玉野 治 山

134･05ノー133｡44F

34｡51J～35o01ノ
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Ｊ

８
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．
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仰木：林業と航空写真
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地 区 一 覧 表

｜

’

撮影

機関
要摘撮影年月日撮影縮尺 カメラ・レンズ

K－8

(テッサーノ

R、M、K、

’ ト華ゴン）

1
27. 12. 4へ'28．2．10

28．4．5～28．4．28

年12,000
1

30,000

27写測

写測 ｜、 ．

28．12．18～"29．1．8

同 上

l

|15,000
1

K-17
1メト宿。？ン）

同 上

年28

30,000

｜錐
28．11．15～28.12．11

写測

同 上．

１
｜
唖
１
－
岬
１

R、M、K・

(オルゾメーター）
K-17

（メトロゴン）

K-I7

（メトロゴン）

同 上

垰

一

28．12．1
同上10,000

1

30,000

写測

同 上
、

1 K-17

メト戸．鹸ン）

同 上

29．5．13～遇9，5．16

294．28

29年

’

写測15，000

1

30,000
’

一
睡
Ｉ
｜
》
１
｜
岬
１

１
K－17

（メト戸ゴン）

同 上

R、M、K･

オルソメーター）

R、M、K、

29．5. 13～29. 5.29

同 上

同上写測
＆

’
29．5．18～29．5．27

29．5．13
同上

一一

大和
a

’（1､ポゴン）30．000

1

15,000

｜

’

R.M、K・

（トポゴン）

R、M.K.

(トパール）

同上大和29．5．13

| 霞際リ 29．11．29～30． 1．21

20,000

１
１
１

R.M.K.

(トパール）

1

21,000
同上29. 12､28～&29.12．4

－

29－4．25

’
《

RC5a

(アピオタール）

RC5a

(アピオタール）

RC5a

(アピオータル）

’
一－

22，0”

同一と

’

1

22,0"
同上29．12．20～30．3.80

’
1 同一上同 上

20,000

1

22,000

RC5a

(アビオータル）

同上アジア同 上

1
－

23,000
同上写測29．413へ29．4．26RC5a

アピォータル）

写測 30年’
RC5a

rアピオタール）
｜
錘

６２の２

｜
空

合９２－１
眞
》

３
１

■
●

１
５

０

●

９
９

２
２ ｜

1

28,000

1

22,000 | テジγ 厨上RC5a
オータル）
RC5a

アピオータル
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アジア太平洋

林業会議開催さる

☆ ☆ ☆
一

前号にて紹介したとおりアジア太平洋林業会議は4,月9日から21日窟で13日間にわたって東京都大手

町の産経会館において開催され，数点の成果を残して無事終了したが，本会においては会期中に各国代表

に対し美麗な英文パンフレットにより事業内容を紹介し，別項記載の松川理事長の挨拶状を配布した。

蕊鰯 耀難灘蕊遡& 毎
三

里8J

#

日本代表団 会 議 場
お
ー

☆～~ 堵、一一一m ｰ～一…ｰ、一

Aprill9th,1955.

Mr.ChaifmanandDelegates:
AsarepresentatiVeofJapanForestTeChnicaI ssociation, itis

mygreathonorandpleasuretohaveanopportunitytospeaktothe
delegatesoftheThirdSessionof theAsia-PacificForestryCom-
missiOn・ ItisalsomygreatappreciationasoneofJapaneseforesters
thatallofyouherenowfarremotefromyourowncountryare
payingumlosteffortsmthemoralsentimentofaforestertodiscuss

howtofindoutsolutionsofdifficultproblemsonforestrywhich

SouthEastAsiaticcountriesarenowconfronting.

IunderstandillatthepeopleoftheworldarefaCjngaproblem
●

ofhowtocoordinatethetwocontradictoryobjectives, that isto
say, conservationandutiliZationofforests. Thecircumrancehere

inJapanisjustthesameasitisinyolrcountry.

WMlyourpermission, 1Jlesolutionofオ麺sprOblem, Idaresay,
liesinthepowerofforesterspartiallybutnotall. Iamconfident

thatitentirelydependsuponthebetterunderstandingandcooperation

《
》
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アジア太平洋林業会議開催きる

ofthepeopleofeaChnationandthe international coOperationas
well. Inthissense, tileinternationalconferencebeyondthebounda-
ries justaswehave llowdrivesforwardthesolutionof the

fundamentalproblemonforestlywimaconfidentstep.
Inmyfinnbelief, IwOuldliketosaythattheperpetuityof

theAsiaPacificForestryMeetingandactivity"tiatedandrecom-

menaedbythismeetingmaymingaboutiile.bettermentofaleWbxid

Forestryatlarge.

OurJapanForestTechni6alAssociationsinceitsstart inl921

asavocationalgroupisdevotingitseffortstoapproachiilesOlution
ofthedifficultproblemwhichl toldyounowaswell asto

contributetothepromotionofindustriesandtileprogressofculture
throughtheextensionanddevelopmentoffckestrytedmiqueamong
ourpeople. OIrmembersarenowaboutl2,000whoconsistofthe
majorityofJapaneseforesterS.

JapanForestTechnicaIAssOciationformedUplWforesters in
everyfield ismakingasteadyefforttowardtiledevelopmentof
foresbfyofJapanas in皿砿cationofmonthlymagazinetitled

:@ForestryTeChniqUe'', andothervariousboOksrelatedtoforestxy,､

intechnicalassistanceandencOuragement onwideuseofaerial

photogrametry.

IdosincelJyhopeasChief-DirectOrof theASsociationthat

throUghthissessionofthemeeting,theunderstandingandcoOperation
offorestersofSoud1East .AsiaticcountriescouldbefurtheredUp
tocontributetothewell-beingofonebillionpeopleinthisregion
withourconcertedactionandalsoIdoexpectthatallofyoumay
recordtheexsistenceofourassociationanduseitasanorganization
ofinterexdlaxgeofforestryteChnIqueamongthenations inthe
reglon.

Forfuriherdetail,pleaserefertodleleaflet inyourpossession.
Thankyou.

一中

Ｅ
一

●

宮

鼻一戸

JapanForestTeChnicalAssociation

KyosukeMatsUkawa

ChiefDirector.
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FAO林業會議の印象
‘--一一一一一一中村賢太郎’一…－－－－号宅=一一壱苧雪･手＝

（30．5．13受埋）

ってあわてて出てきたということであったが，山林局長

よりは鐙篭らしく，どちらが鞄持ちだかわからないよう

に見えた。Zk原の詳奈農林学校も戦災で大破して惨状を

呈しているが，とくに獄京里の淵錐試験場は瓦が一枚も

のこらないほど完全につ夢されたという話である。

､差鐡の内容は，へたな女潭で説明するよりは，出席者
の顔振髄から想像していただく臆う泌よい。おなじFA

Oでも，昨年の秋に開かれたイネ（稲）の会議では，本

会議には農林大臣や農溌病長などが出席し，育種(実は

栽培全般で狭義のbreedingだけではない）と士蕊肥料

とのふたつの部会にわかれてから腱，代表が技術者にか

わったそうである。イネのぱあいとちがって，赫集ば各

国の事情が極端にちがうから，技術者が代表になる時期

はちょっと考えられそうもない。わが国では東大の裁授

や材業試轄の技官などをわずらわして，いろいろ準備

をととのえていたところ，すっかりあてばずれになって

しまった。

およそ考えられそうな，あらゆる問題が，つぎからつ

ぎへとかつぎだされたから，その題目をひろいあげるだ

けでもたいへんである。小委員会は第一が治水,第二が

泳業および林産物の刷究，第三が航逵澗瞳,第四が規格

で，それぞれ本会議へ報告された。これまでの熱帯癖

の小委員会は第二の一部になったが，蕊端だけでは片手

落だから，温滞〃礫をとりあげよとか，鞠巣地帯の林業

淀かんする小委員会がほしいとか，注文ばかり続出して

国会の請願委員会のような気力;した。しかしながら，小

委員会ができても，明後年のバンドンの本会議まで，ど

うして運営されるのかさっぱりわからない。

ともかく，「雲をつかむような鐸」が審議されたよ

うな気がするが，ある人は英作文の勉強になったといっ

たほど，本会議でもこまかい字句の修正がきかんにおこ

なわれた。もつとも，ほかに仕頚らしいtW§なかった

ともいえる。

技術指導にかんしてば，高級の専門家を数カ月ぐらい

まねいても効果がすぐないから，留学生をだすほうがよ

いとか，講習会を開いてほしいとかいう問題になると，

各国の代表は熱心にそれぞれの主張を述べたが，いずれ

も経喪の点はまったくの他力本願であるのにFFAOlX

カネがない点ではかなり有名であるから，はたして実現

できるかどうかわからない。日本は東亜の先進国として

世話をする必要がありそうである。

（36頁へつづく）

昭和30年4月9日から21日までの会談がすんで，

3週間もたってから，松原さんからの電話で，印象記を

書いてほしいとの注文である。視察や原稿をたのまれる

と,ことわりきれない人間なので,ひきうけさせ鐵舗こ
ものの，原稿のタネになるような印象はさっぱりのこつ．

ていない。

内閣から国際連合食規農業機関アジア太平洋林業委員

会第三回会議日本政府代表代理を命ずるという，しかつ

めらしい辞令をいただいた関係から，ベンをもたされる

ことになったのであろう。

FAOすなわちFoodandAgricultureOrganization

of iheUnitedNationgの下部組織として,APFC

(Asia-PacificEorestryCommission)があって，その

第3回会議が東京で開かれたのである。

FAOの第4回世界満業会議は昨年12月インドで開

かれて柴田長言が出席されたが,APFC,は第1回が1950

年にバンコックで，第2回が1952年にシンガポールで

開かれ，第4回は1957年にバンドンで開かれる予定で

ある。

今回の参加国は,Australia,Burma,Cambodia,Cey-

1m1,Erance,India,Indonesia,Japan,Korea, Laos,

Nepal(欠),Nefherlands,NewZealand(欠),PakiSmn

(欠),Philippines,POrtugal,Thailand,UnitedKmg-

dam(Malaya,Singapore,NorthBomeo,Sarawak,

Hongkong),UnitedStatesofAmerica,VietNum

であって，ほかにECAFEやWMO（世界気象機関）

などがAdviserとして出席した。

ある纐聴者は「実にのんびりした錆ですね」と批評

していたが，4月7日までおなじ産経会館で開かれてい

たECAFEの経済会議はソ連などが出席して，政治的

の論争がさかんであったあとだけに別世界の感がするこ

とであろう。すなわち中共も台湾もメンパーになってい

ないので，のんびりしていられるわけである。

各国の代表はおおむね山林局長か，その代理者であっ

て，事務当局と日本側とをのぞいた，約35名の出嚴昔

のうちで，大学巍受は韓国の山林局長に随行してきた，

Prof.Dr.SmKyuHyunだけである。Hyun氏ではわ

かるまいが，九大で農学1襲上をもらった玄信圭氏で，香

山信男と名のったことがあるほどの日本通であって，現

在臆国立京”学挫窓けこ学教授で，出発の数日前にきま
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第翌嘉燕麓駕箪患鰯擦
展覧会が4月3日から10日間日比谷公園の広場2,000

坪を敷地として，林野庁主催関係業界の協賛の下に開催

された。

あたかも恒例の全国認上運動展開中で東京でも緑の羽

根が胸間を飾っている最中であるので林業関係人といわ

ず一般国民も国士緑化ひいては森林に特に関心を寄せて

いる時ではあり，叉陽春花見時の好季でもあり，加えて

場所も都心の，しかもオフィス街に囲鶴された日比谷公

園という地の利を得たこともあろうが，林業のような一

般大衆には関心の薄い地味な展覧会乍らまことに空前の

参観者を寄せたものといえるであろう。

慾をいえば，企画が一ケ月遅れたこと，予算が相当窮

屈であったこと，開期直前の何日かを雨にたたられたこ

となどで，蓋明けまでの主催者側,各出品準備側の苦労

は全く想像に絶するものがあったが，さすが原研究普及

課長以下展覧会関係のベテラン揃いであつだのと，出品

者側の文字通り不眠不休の努力の結果，全く至難とも思

われた開期に間に合わせ得たことは衷心敬服の外はな

い。

如上の強行軍で突貫工事的に開催されたにもかかわら

ず本展覧会は美事な成果を挙げたものといえるだろう。

す潔嘉讓磯熟:鴬灘瀞
て明らかに解説することによって，森林がいかにわれわ

れ国民生活に寄与しつつあるか，（水の供給，発電，災

筈防除,木材並に燃料の供給等）叉その大事な日本の森

林ほどうなっているか，いかにすべきか。更に木材の性

質の長所，短所に応じてこれが利用をいかに合理化する

か等食を要領よく解説している。

更に林業機披館,木工磯械館に展示物を設けて,一部に

は集材を実瀕し，林業経営機械化の最新設備の一端を示

したがこれには, FAO林業会議関係の来朝者も，非常

な関心を示し長時間展示場に釘付けの如く熱心だったが

林業用機具，機械あるいは更に機械化の技術輸出につな

がるかを思わせるものがあった。叉一般木材,銘木，床

板,合板，強化木’ハードボード，更にパルプ，紙，化

挙繊維等の木材を原材料とする化学製品，木炭，特殊林

産物，林業用薬品，等凡そ現代の林業並にその関連産業

の製品を網羅展示して，林業関係者及一般大衆に今日と

いうよりは明日の詞1淡源を塾鑑とする国民経済的躍動
を偲ばしめるものがあった。最後に鋼製パネルとブ戸ツ

クの二つのモデルハウスは内装にフローリング．合板，

ハードボードを鋼吏して，近代感覚を検溢させこれから

の建築様式を示唆して一般に興味深く磯路を与えたもの

と思う。

以撫繍鑿難笠懸鰯窺
うが，一般大衆に対しても，剛じ承の薄い淋桑がわれわ

れの国民生活にいか雁関連が深いかの概念と感銘ほ充分

に与え得たのではないかと思う。ただ恨むらくは前にも

述べたように金と暇がいま少しあればもつと派手に一般

大衆にアピール1鐸すべき面をより一層強調し得たの

ではないかとも思う。叉経費の関係上やむを得なかった

ようであるが展示をそれぞれの業界にまかせざるを得な

0
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田中：林業総合展を見て想う

かつたこととやほり時日に余総がなかったため充分に想

を練り得なかったことなどで，展示のやり方力端組些か

まちまちになり，雑然たる展示に終った点もあった。

さり乍ら今回の催しを通じても観知される如く，わが

国の森林が天然資源に恵まれぬわが日本の国にとってこ

よなき貴重かつ尽きることのない資源であること，しか

も現在充分にはその持てる力を発揮せずに放置されてい

ることの一面泳業経営の棲鯛上も，木材禾隅の合理化も

一部には或程度推進されて来ていること等倉の現状に鑑

ゑても，森;磁源に対する総合対策は今後急角度に推進

されなければならない。従って今回開催された林業総合

展の如きは今後も擬会あるごとに出来る丈頻繁に開催さ

れ，大いに国民一股の森淵並に林業に対する認識が高揚

され森林資源の猫度の活用ということに国民的関心が高

度に磯り上らんことを切に希望するものである。

◇－

荻原教授は治水の小委員会の議長をつとめたり，旅行

のさいの予戸ビスなどで人気男になったが，それ以外で

は大政場長がすこし話せるだけで，招待会へでても，寮

ごつかないのは大政令夫人だけであったと思う。

今回の会議の副産物は，林野庁がいろいろ有益な印刷

物をつくられたことであって，とくに日本の林業と日本

の森林(写真帖）とは謡&Iがよく，どちらも和英2種が

つくられた。なお林野庁の佳事と日本の風景とを紹介し

た天然色映画「国有林」は，未完成であるときくが，よ

くできている。

東京では東大と赫桑…場と青齢牒とを見学し，童

た会議中に名古屋臓近と木曾谷へ旅行したほか, j獺孜後

に一部の外人が近畿地方と東北地方とへでかけたが，そ

の土醸活はきいていない。（5月12日）

（34頁につづく）

語学の関係上，日本へ留学する外人は苦労がおおいと

思う。また日本人は洋書を読める人でも，会話がへたで

あるた鞠，日本へ来る留学生もこまるが，こういう会議

になると日本人自身もこまる。

日本人は国際会議がニガテであるといわれるのは，国

民性の関係もあろうが，外国語を眼から教えられて，耳

と口とが発達していないことが問題である。今回ばイヤ

ホーンで，英語とフランス語と日本語とが同時に通訳さ

れて，日本語での発言も承とめられたが，会議の席上で

は発言のチャンスをとらえることが重要であって，時期

を逸すると六日のアヤメ，十日のキクになる。これから

国際会議が鱸おくなることを考えると，外国語の教授法

を根本的にあらためて，会話に力をそそぐことが必要に

なる。

ー

一

丑
且
■
■
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独

I

◇

あとがき

△会誌の発行が順く・りに後れてし雲って誠に申訳なく，

何をおいてもﾖs詫びしなければならない。私蟄ま発行の

月日を何とか正常の状態に復せしめるよう最善の努力中

であることをお伝えして,今暫くの猶余をお願いしたい。

△それと同時に会誌の内容についても，もう一度再検討

を加える必要があることを痛感する。何と言っても1万

2千名の諭堵があることを主体として本誌はあらねばな

らないであろう。井の中の蛙ではないが，決して現伏を

以て満足するものでないことを誓う。△そのためには近

い将来に於て，編蕊陣を鋤bすることも考えて居るし，

文各界の代表の方に集って頂き本誌に対する批判会を開

催する予定で居る。それからアンケ･－トによって広く会

員各位の意見も承りたいと計画して居る。その際は何卒

協力賜わらんことをお願申上度い。△先号では写真コン

クールの審査の絃果が発表され，本号では叉懸賞論文も

発表されたが，どちらについても近年は応募作品の質が

大分低下したとの声が鑑査員の間にある。まさか日林協

の賞金が少いからという理由だけによる訳でもある蓑い

が，もっともっと此のような誰でも参加できる催しには

挙って利用して頂きたいものと思う。それによって一層

此の催しが権威づけられると同時に，林業技術者の持づ

最大無二の会団である本会が一風権威づけられるものに

なると思う。編集子の思い過しであろうか。（松原）

《
》

社団法人日本林業技術協会

東京都二F代田区六番町7番地

電話（33）7627．9780番

振替東京60448番

昭和30年5月10日発行

林業技術第159号

綿集発行人松原 茂

印刷所合同印刷株式会社
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林業機械化協会編集 米国農務省発行･林業機械化協会編訳

伐木運材林業機械シリーズ第一集

エンヂン擶灘 ノ、ソドブヅク
近代の機械文明の下に生活している人盈は一応のエンヂ

B5.本文180頁，図版252,
ンの基礎知識は常識となっている。本書は*嘩人にわか

写真73，布クローズ製本
り易く解説したものである。

価（送料共）750円，内容見本
申込次第送ります。

林業機械シリーズ第二集 ◇－ ‐

集材機撒瀧長蝋赫扇繊臘機械化鱗会紡
機械集材安全基準

集材機をまとめて害いたものば本書がはじめてである。
本書憾鍜索集材及集材溌の基礎蛎畿を藤説し広く制業人 及作業心得
に集材機とはどんなものかを知ってもらいたいと編集し
た。 B5.価（送料共)85円

◇一一

林業機械シリーズ第三集
A5. 90頁

チェンソ,－綱(送料共）125門

伐木造材作業を人力から解放するものはチエンソーであ
る。本書は最近のチエンソーをほとんど全部あつめて解
り易く藤説してある唯一の書。
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発行所

林業機械化協会
東京都千代田区六番町七森林記念館内
電話九段（33）7627番
振替東京153308番
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伊・藤一雄著

樹病講義 A5.300頁償750円
図
説

＊命凸寺 一一一●今■ ■ 申七一一七一－－－÷ 一今一●■寺一缶一今 一一子ﾛ■■一一一一一●ーー■ 由一 一 一＝‐一一一■凸凸合

本書は原色版（スギ苗の赤枯病，ヒノキ苗のペスタロチア病，アカマツ苗の燐酸欠乏症，ヤマハ
ンノキ苗の褐ばん病)及写真版239枚を以って詳述したj殿なき名著で，林業関係者の必携書。

主要目次第1章樹病の原因，葵2章非伝染性病害，第3章伝染性病害，第1節土壌病害，第
2節灰色かび病およびくもの巣病，第3節スギの赤枯病および承ぞ腐病，第4節雪腐病，第5節さ
び病，第6節うどん粉病，第7節すす病，第8節もち病，第9節こうやく病，第10節天狗巣病第
11節ペスタロチア病，第12節広葉樹のはん点病，第13節無紋病，第14節たんそ病，第15節枝枯病
およびどう枯病，第16節芽枯病，第17節じゅう毛病，第18節粘菌病，第19節針葉樹造林木の病害，
第20節造林木の病害防除について，第4章殺菌剤，第1節銅剤，第2節有機水銀剤，第3節銅水
銀剤，第4節硫黄剤，第5節カス状薬剤，第6節殺菌剤および殺菌剤適合の適否

島田錦蔵著

’

吉田正男著

寄理論森隷經理学
A5380頁価480円

雪林政学概要
A5296頁価450円

中村賢太郎著

育赫学原論
A5418頁価400円

三浦伊八郎著

改共撫謹曾唾謂霜〃空調

育赫学原論
A5418頁価400円

三浦伊八郎著

書穂業実験と実習

吉田正男譜

A5456頁価480円

林{實算法及較利学
A5140頁価230円

内田繁太郎箸

実用.澱測量法
B6176頁価120円

東京都港区茄叛一ツ木

振替東京195298番

御注文の際は「林業技術」と

御記入の程願います。 送料各60円
地球出版社
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No．40 加藤誠平著

運材用索道主索の設計と検定
価100円（会員90円）〒8円

No. 41 土田弘一郎著

竹林の仕立方
価90円（会員80円）〒8円

NO.44 渡辺資仲著

たんにんあかしや
価70円 （会員60円） 〒8円

いずれも価40円〒8円
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東京都千代田区六番町七

課日 本林業技術協 会

電話(33)7627．9780番

振替口座東京60448番

癖~翻郷'‘ ‘．！，畢鍋蝿L 皇岬． ､‘


	表1

	1955年5月号目次

	野鼠による森林被害の学術調査法

	林野火災の現地調査について

	北米における林業用薬剤の使用傾向について

	各国の松脂採取事情

	ヘルスホルムの林木研究所

	第5回懸賞論文審査発表

	John James Audubonのことども4

	林業と航空写真

	日本木材学会の創立
	アジア太平洋林業会議開催さる

	FAO林業會議の印象

	林業総合展を見て想う

	あとがき
	表4


